
　1月６日（金）＠長野原（住民総合セン

ター）大ホールを会場に新年交歓会が開

催されました。

　町政の発展などに貢献してこられた方

の功績をたたえ、町功労者として牧山明

さん、善行者として篠原今朝男さんが表

彰されました。

　1月６日（金）八ッ場屋内運動場（横壁）を

会場に消防団出初め式が行われました。

　式典後は長野原（１）分団・大津（２）分団

による放水試験が行われました。今年

は、会場を屋内運動場から八ッ場屋内運

動場に移したことにより、湖への放水試

験となりました。

長野原町新年交歓会

長野原町消防団出初め式

仕事はじめの行事
令和５年長野原町新年交歓会及び

消防団出初め式は

新型コロナウイルス感染防止対策のもと

下記のとおり開催されました。

仕事はじめの行事

編
集
後
記

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛

争
、
円
安
に
よ
る
物
価
の
高

騰
な
ど
、
様
々
な
不
安
に
翻

弄
さ
れ
た
年
で
し
た
。
そ
ん

な
今
こ
そ
変
化
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
時
と
捉
え
た
い
。

　
我
が
町
の
未
来
へ
希
望
を

抱
き
、
よ
り
良
い
未
来
、
次

の
世
代
へ
し
っ
か
り
と
繋
い

で
い
き
た
い
と
思
う
の
で

す
。

　
議
会
は
、
今
期
で
４
年
の

任
期
を
終
え
、
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
時
を
迎
え
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ

て
希
望
多
き
よ
り
良
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
に
、
議
員
一

同
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。Ｈ

・
Ｋ

◎
広
報
委
員

　委
員
長

　大
羽
賀

　進

　委

　員

　牧
山

　
　明

　
　
　
　
　萩
原

　宗
仁

　
　
　
　
　梶
野

　寛
丈

12月定例会の内容をお伝えします
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12月定例会

12月定例会で

こんなことがきまりました

　今
回
開
か
れ
た
12
月
議

会
定
例
会
で
は
、
発
議
１

件
・
人
事
案
件
１
件
・
条

例
改
正
８
件
な
ど
全
議
案

を
原
案
の
と
お
り
可
決

（
同
意
・
承
認
）
し
ま
し

た
。　定

例
会
２
日
目
に
は
令

和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
や
７
特
別
会
計
の
補

正
予
算
な
ど
の
審
議
が
行

わ
れ
、
全
議
案
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
11
月
30
日
ま
で

に
受
理
さ
れ
た
陳
情
７
件

は
文
書
配
布
お
よ
び
各
常

任
委
員
会
へ
付
託
と
し
ま

し
た
。
（
関
連
７
㌻
）

　な
お
、
一
般
質
問
は
４

名
が
登
壇
し
、
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
（
関
連
16
㌻

～
20
㌻
）

３　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４ ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４　 　２

12
月
定
例
会
で

全
案
件
可
決
・
同
意
・
承
認

　令
和
４
年
12
月
第
４
回
長
野
原
町
議
会
定
例
会
は
会

期
を
12
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
と
し
て
、
同

月
６
日
・
15
日
に
本
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

全
６
議
案

原
案
ど
お
り
可
決

　発　　議   　　　　　………　１件

　専決処分   　　　　　………　１件

　人事案件   　　　　　………　１件

　主なものを当㌻より掲載します。

　条例改正　　　　　　………　８件

　補正予算　　　　　　………　８件

　発　　委　　　　　　………　１件

　合　　計　　　　　　……　２０件

承

　認

同

　意

発

　議

発

　委

議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　案

専決処分の承認

副町長の選任同意

議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部改正

職員の給与に関する条例の一部改正

町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部改正

議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費

負担に関する条例の一部改正

令和５年５月１日付けで梶野寛丈氏（北軽井沢）を

副町長に選任同意するもの

議員報酬を平成17年４月の削減前に回復及び人事院

勧告を受けて期末手当を引き上げるため条例改正を

行うもの

人事院勧告を受けて勤勉手当引き上げなどに伴い

条例改正を行うもの

公職選挙法施行令の一部が改正されたことに伴い

条例改正を行うもの

令和３年６月11日に国家公務員法などの一部改正に

伴い関連する条例の整備が必要となったため制定す

るもの

地方公務員法の改正により、地方公務員の定年が現

行の60歳から65歳へ引き上げられることに伴い、所

要の改正を行うもの

企業版ふるさと納税を受けられる制度として条例

制定を行うもの

令和５年４月よりこどもの福祉医療制度を18歳の

年度末まで拡大するため条例改正を行うもの

東西中学校の統合に伴い条例改正を行うもの

歳入歳出予算の総額に4840万８千円を加え、総額を

46億7088万７千円とする

歳入歳出予算の総額に771万６千円を加え、総額を

７億3857万８千円とする

歳入歳出予算の総額に306万５千円を加え、総額を

9974万３千円とする

歳入歳出予算の総額に156万８千円を加え、総額を

１億1734万８千円とする

歳入歳出予算の総額に321万３千円を加え、総額を

１億349万２千円とする

歳入歳出予算の総額に236万９千円を加え、総額を

8223万７千円とする

歳入歳出予算の総額に108万円を加え、総額を

７億200万５千円とする

歳入歳出予算の総額から126万３千円を減額し、

総額を9814万６千円とする

国に意見書を提出する

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う

関係条例の整備に関する条例制定

職員の定年等に関する条例の一部改正

ふるさと応援寄附条例の一部改正

福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

学校設置条例の一部改正

一般会計補正予算（第７号）

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

へき地診療所特別会計補正予算（第２号）

簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

介護保険特別会計補正予算（第３号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇

改善を求める意見書の提出

令和４年度一般会計予算を補正するもの

○12月定例会（会期12/6ー15）

関連㌻議 案 番 号 議　案　名 内　　容

■12月定例会で可決した議案一覧
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ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４　 　　４５　　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４

人事案件・条例改正条例改正

条例改正

　地
方
公
務
員
法
が
改
正
さ
れ
、
地
方
公
務

員
の
定
年
が
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。
改
正
後

の
地
方
公
務
員
法
で
は
、
地
方
公
務
員
の
定

年
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
条
例
で
定
め
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
国
家
公
務
員
の

65
歳
ま
で
の
段
階
的
な
定
年
の
引
き
上
げ
に

準
じ
て
、
条
例
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
長
野
原
町
の
東

西
中
学
校
の
統
合
に
伴
い
条
例
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

　

　昨
年
５
月
31
日
で
退
任
さ
れ
た
市
村
敏
副

町
長
の
後
任
と
し
て
、
梶
野
寛
丈
氏
（
47

歳
・
北
軽
井
沢
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　梶
野
氏
は
、
町
議
会
議
員
と
し
て
平
成
31

年
４
月
か
ら
４
年
間
の
任
期
満
了
ま
で
務

め
、
５
月
１
日
付
け
で
副
町
長
に
就
任
し
ま

す
。 副

町
長
に
梶
野
寛
丈
氏

役
場
職
員
の
定
年
が

60
歳
か
ら
65
歳
に
引
き
上
げ

長
野
原
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

長
野
原
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

東
西
中
学
校
統
合

梶野　寛丈氏

任期：令和５年５月1日～

　　　　　令和９年４月30日

定年が65歳になるまでの流れ

■町が設置している学校など
■公費負担の対象と基準限度額

■支給対象者（令和５年４月以降）

令和５年４月１日から
令和７年３月31日まで�

定年年齢
61歳

62歳

63歳

64歳

65歳

令和７年４月１日から
令和９年３月31日まで

令和９年４月１日から
令和11年３月31日まで

令和11年４月１日から
令和13年３月31日まで

令和13年４月１日から
令和15年３月31日まで

　 名 　 　 称 　

中 央 小 学 校

応 桑 小 学 校

北軽井沢小学校

長 野 原 中 学 校

中 央 こ ど も 園

応 桑 こ ど も 園

位　　置

大字大津４番地

大字応桑20番地の2

大字北軽井沢1,924番地

大字長野原1,110番地1

大字大津４番地

大字応桑19番地の1

医療費無料化

長野原町議会議員及び長野原町長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する
条例制定について

高校３年まで拡大
　令和５年４月より子ども福祉医療制度の支給対象者を

18歳の年度末まで拡大するために改正されました。

 公正な選挙を実現するとともに、資産の多少にかかわらず立候補や選挙運動の機会を持

てるようにするため、候補者の選挙運動費用の一部について公費で負担する制度が下表

のとおり改正されました。

人事
案件

条例
改正

条例
改正

条例
改正

条例
改正

【現在】
15歳に達する日以後

最初の３月31日まで

・18歳未満の児童を扶養している配偶者のいない

　母・父とその児童

※所得税が3万円以下であること。

※事実上婚姻と同様の事情がある場合は対象外。

・身体障害者手帳（1級・2級）

・療育手帳（A判定）

・障害者年金受給者（1級）

・特別児童扶養手当（1級）

※令和５年８月より所得制限あり。

・出生から高校３年までのこども

資格要件対象者

こども

障害のある方

ひとり親家庭

公費負担の対象

選挙運動用自動車

ハイヤー方式

自動車の借り入れ

燃料代

運転手の雇用

64,500円/日

15,800円/日

7,560円/日

12,500円/日

７円51銭/枚

525円6銭×

ポスター掲示場数

＋310,500円

変更なし

16,100円/日

7,700円/日

変更なし

７円73銭/枚

541円31銭×

ポスター掲示場数

＋316,250円

選挙運動用

ポスターの作成
ポスター作成

ビラ作成 選挙運動用ビラの作成

基準限度額（変更前） 基準限度額（変更後）

【令和５年４月以降】

18歳に達する日以後
最初の３月31日まで



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４　 　　４５　　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４

人事案件・条例改正条例改正

条例改正

　地
方
公
務
員
法
が
改
正
さ
れ
、
地
方
公
務

員
の
定
年
が
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。
改
正
後

の
地
方
公
務
員
法
で
は
、
地
方
公
務
員
の
定

年
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
条
例
で
定
め
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
国
家
公
務
員
の

65
歳
ま
で
の
段
階
的
な
定
年
の
引
き
上
げ
に

準
じ
て
、
条
例
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
長
野
原
町
の
東

西
中
学
校
の
統
合
に
伴
い
条
例
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

　

　昨
年
５
月
31
日
で
退
任
さ
れ
た
市
村
敏
副

町
長
の
後
任
と
し
て
、
梶
野
寛
丈
氏
（
47

歳
・
北
軽
井
沢
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　梶
野
氏
は
、
町
議
会
議
員
と
し
て
平
成
31

年
４
月
か
ら
４
年
間
の
任
期
満
了
ま
で
務

め
、
５
月
１
日
付
け
で
副
町
長
に
就
任
し
ま

す
。 副

町
長
に
梶
野
寛
丈
氏

役
場
職
員
の
定
年
が

60
歳
か
ら
65
歳
に
引
き
上
げ

長
野
原
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

長
野
原
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

東
西
中
学
校
統
合

梶野　寛丈氏

任期：令和５年５月1日～

　　　　　令和９年４月30日

定年が65歳になるまでの流れ

■町が設置している学校など
■公費負担の対象と基準限度額

■支給対象者（令和５年４月以降）

令和５年４月１日から
令和７年３月31日まで�

定年年齢
61歳

62歳

63歳

64歳

65歳

令和７年４月１日から
令和９年３月31日まで

令和９年４月１日から
令和11年３月31日まで

令和11年４月１日から
令和13年３月31日まで

令和13年４月１日から
令和15年３月31日まで

　 名 　 　 称 　

中 央 小 学 校

応 桑 小 学 校

北軽井沢小学校

長 野 原 中 学 校

中 央 こ ど も 園

応 桑 こ ど も 園

位　　置

大字大津４番地

大字応桑20番地の2

大字北軽井沢1,924番地

大字長野原1,110番地1

大字大津４番地

大字応桑19番地の1

医療費無料化

長野原町議会議員及び長野原町長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する
条例制定について

高校３年まで拡大
　令和５年４月より子ども福祉医療制度の支給対象者を

18歳の年度末まで拡大するために改正されました。

 公正な選挙を実現するとともに、資産の多少にかかわらず立候補や選挙運動の機会を持

てるようにするため、候補者の選挙運動費用の一部について公費で負担する制度が下表

のとおり改正されました。

人事
案件

条例
改正

条例
改正

条例
改正

条例
改正

【現在】
15歳に達する日以後

最初の３月31日まで

・18歳未満の児童を扶養している配偶者のいない

　母・父とその児童

※所得税が3万円以下であること。

※事実上婚姻と同様の事情がある場合は対象外。

・身体障害者手帳（1級・2級）

・療育手帳（A判定）

・障害者年金受給者（1級）

・特別児童扶養手当（1級）

※令和５年８月より所得制限あり。

・出生から高校３年までのこども

資格要件対象者

こども

障害のある方

ひとり親家庭

公費負担の対象

選挙運動用自動車

ハイヤー方式

自動車の借り入れ

燃料代

運転手の雇用

64,500円/日

15,800円/日

7,560円/日

12,500円/日

７円51銭/枚

525円6銭×

ポスター掲示場数

＋310,500円

変更なし

16,100円/日

7,700円/日

変更なし

７円73銭/枚

541円31銭×

ポスター掲示場数

＋316,250円

選挙運動用

ポスターの作成
ポスター作成

ビラ作成 選挙運動用ビラの作成

基準限度額（変更前） 基準限度額（変更後）

【令和５年４月以降】

18歳に達する日以後
最初の３月31日まで



■請願・陳情の審査結果一覧（総務文教常任委員会付託分）

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４　 　　６７　　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４

陳情・請願

　11月末日までに受理された陳情については７件の内６件

が、12月議会定例会（６日）に所管の常任委員会へ付託さ

れ、同日開かれた各常任委員会にて審議されました。審議結

果については下表のとおりです。

国へ意見書提出 令和４年度一般・特別会計７会計を原案のとおり（下表）可決しました。

光熱水費高騰など

長野原町消防団第９分団詰

所公共下水接続工事につい

ての陳情

採択
（50％補助）

14号
林区長

篠原　太一

長野原町公共下水事業へ加

入するため、詰所の公共下

水接続工事を行うもの

通学路自転車ナビマーク設

置について
採択

（関係機関へ要望）
20号

大津区長

冨澤　正男

国道292号線に、自転車ナ

ビマークを設置するよう関

係機関へ働きかけを求める

陳情

安全・安心の医療・介護実

現のため人員増と処遇改善

を求める陳情書

採択
（意見書提出）

15号

群馬県医療労働組合

連合会執行委員長　

出浦　匠人

国民誰もが安心して医療・

介護を利用できるよう国へ

意見書の提出を求める陳情

件　　名 結　果受理番号 提　出　者 内　　容

■請願・陳情の審査結果一覧（産業建設常任委員会付託分）

町道拡幅についての陳情

一部採択

16号

応桑区長

加部　正昭

北軽井沢区長

上谷川　憲一

町道9-42号線JA予冷庫付近

の道路拡幅を求めるもの

町道６－２７号線JR大津駅

近辺の擁壁等の整備工事に

ついて

不採択18号
大津区長

冨澤　正男

町道6-27号線の擁壁、道路

面の整備及びガードレール

の設置を求めるもの

溝蓋設置の陳情について
採択

（年次計画）
17号

応桑区長

加部　正昭

町道9-31号線の側溝に溝蓋

の設置を求めるもの

件　　名 結　果受理番号 提　出　者 内　　容

12月定例会（各会計補正予算）

■12月定例会（12/15）

　一般会計補正予算（第６号）[ 専決処分 ]

　8040万円増額（計46億2247万円）

　一般会計補正予算（第７号）

　4840万円増額（計46億7088万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

■特別会計補正予算一覧（12 月定例会）

特別会計

国民健康保険

へき地診療所

簡易水道事業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介護保険

後期高齢者医療

補正額

771万円

306万円

156万円

321万円

236万円

108万円

△126万円

補正後総額

7億3857万円

9974万円

1億1734万円

1億349万円

8223万円

7億200万円

9814万円

（千円以下切捨）

補正
予算

コロナ禍の医療体制充実図る

国道出入口側狭あ
い部は採択、JA予
冷庫前は不採択（ ）

▲受理番号16号 ▲受理番号17号

[主な補正内容]

質疑応答

220万円 127万円 429万円 473万円

質
疑
応
答

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の

返
礼
品
な
ど
に
つ
い
て

　
　
　
牧
山
議
員
　
ふ
る
さ
と

　
　
　
応
援
寄
付
金
の
返
礼
品

の
割
合
と
人
気
返
礼
品
は
。

　
　
　
総
務
課
長
　
返
礼
品
の

　
　
　
割
合
は
３
割
。
ゴ
ル
フ

場
利
用
券
、
感
謝
券
が
人
気
と

な
っ
て
い
る
。

福
祉
医
療
費
年
齢
拡
大

に
伴
い
増
加
人
数
の

見
込
み
は

　
　
　
冨
澤
議
員
　
来
年
度
よ

　
　
　
り
子
ど
も
福
祉
医
療
制

度
が
18
歳
ま
で
拡
大
さ
れ
る
が
、

15
歳
～
18
歳
の
対
象
者
の
見
込

み
人
数
は
。

　
　
　
町
民
生
活
課
長
　
年
齢

　
　
　
拡
大
に
伴
い
３
０
０
人

程
度
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

町
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

詳
細
を

　
　
　
大
羽
賀
議
員
　
町
ガ
イ

　
　
　
ド
ブ
ッ
ク
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
を
作
成
す
る
予
定
か
。

　　
　
　
総
務
課
長
　
町
か
ら
の

　
　
　
補
助
金
の
内
容
、
各
課

の
業
務
や
10
区
の
紹
介
な
ど
を

載
せ
毎
戸
に
配
布
予
定
。

町
営
住
宅
修
繕
と

入
居
に
つ
い
て

　
　
　
入
澤
議
員
　
町
営
住
宅

　
　
　
修
繕
費
が
６
０
０
万
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
退
去
後

全
て
を
修
繕
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
入
居
数
と
空
き

数
を
知
り
た
い
。

　
　
　
建
設
課
長
　
公
営
住
宅

　
　
　
法
な
ど
に
基
づ
き
修
繕

し
て
い
る
。
長
期
入
居
者
が
退

去
し
た
場
合
１
戸
に
つ
き
修
繕

費
が
１
０
０
万
円
か
か
る
場
合

も
あ
る
。

　
ま
た
、
入
居
は
約
１
０
０
戸
、

入
居
募
集
中
が
25
戸
、
退
去
後

未
修
繕
の
も
の
が
20
数
戸
と

な
っ
て
い
る
。

一般管理事業 県議会議員選挙事業 戸籍住民基本台帳費 各小中学校の管理費



■請願・陳情の審査結果一覧（総務文教常任委員会付託分）

ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４　 　　６７　　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４

陳情・請願

　11月末日までに受理された陳情については７件の内６件

が、12月議会定例会（６日）に所管の常任委員会へ付託さ

れ、同日開かれた各常任委員会にて審議されました。審議結

果については下表のとおりです。

国へ意見書提出 令和４年度一般・特別会計７会計を原案のとおり（下表）可決しました。

光熱水費高騰など

長野原町消防団第９分団詰

所公共下水接続工事につい

ての陳情

採択
（50％補助）

14号
林区長

篠原　太一

長野原町公共下水事業へ加

入するため、詰所の公共下

水接続工事を行うもの

通学路自転車ナビマーク設

置について
採択

（関係機関へ要望）
20号

大津区長

冨澤　正男

国道292号線に、自転車ナ

ビマークを設置するよう関

係機関へ働きかけを求める

陳情

安全・安心の医療・介護実

現のため人員増と処遇改善

を求める陳情書

採択
（意見書提出）

15号

群馬県医療労働組合

連合会執行委員長　

出浦　匠人

国民誰もが安心して医療・

介護を利用できるよう国へ

意見書の提出を求める陳情

件　　名 結　果受理番号 提　出　者 内　　容

■請願・陳情の審査結果一覧（産業建設常任委員会付託分）

町道拡幅についての陳情

一部採択

16号

応桑区長

加部　正昭

北軽井沢区長

上谷川　憲一

町道9-42号線JA予冷庫付近

の道路拡幅を求めるもの

町道６－２７号線JR大津駅

近辺の擁壁等の整備工事に

ついて

不採択18号
大津区長

冨澤　正男

町道6-27号線の擁壁、道路

面の整備及びガードレール

の設置を求めるもの

溝蓋設置の陳情について
採択

（年次計画）
17号

応桑区長

加部　正昭

町道9-31号線の側溝に溝蓋

の設置を求めるもの

件　　名 結　果受理番号 提　出　者 内　　容

12月定例会（各会計補正予算）

■12月定例会（12/15）

　一般会計補正予算（第６号）[ 専決処分 ]

　8040万円増額（計46億2247万円）

　一般会計補正予算（第７号）

　4840万円増額（計46億7088万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

■特別会計補正予算一覧（12 月定例会）

特別会計

国民健康保険

へき地診療所

簡易水道事業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介護保険

後期高齢者医療

補正額

771万円

306万円

156万円

321万円

236万円

108万円

△126万円

補正後総額

7億3857万円

9974万円

1億1734万円

1億349万円

8223万円

7億200万円

9814万円

（千円以下切捨）

補正
予算

コロナ禍の医療体制充実図る

国道出入口側狭あ
い部は採択、JA予
冷庫前は不採択（ ）

▲受理番号16号 ▲受理番号17号

[主な補正内容]

質疑応答

220万円 127万円 429万円 473万円

質
疑
応
答

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の

返
礼
品
な
ど
に
つ
い
て

　
　
　
牧
山
議
員
　
ふ
る
さ
と

　
　
　
応
援
寄
付
金
の
返
礼
品

の
割
合
と
人
気
返
礼
品
は
。

　
　
　
総
務
課
長
　
返
礼
品
の

　
　
　
割
合
は
３
割
。
ゴ
ル
フ

場
利
用
券
、
感
謝
券
が
人
気
と

な
っ
て
い
る
。

福
祉
医
療
費
年
齢
拡
大

に
伴
い
増
加
人
数
の

見
込
み
は

　
　
　
冨
澤
議
員
　
来
年
度
よ

　
　
　
り
子
ど
も
福
祉
医
療
制

度
が
18
歳
ま
で
拡
大
さ
れ
る
が
、

15
歳
～
18
歳
の
対
象
者
の
見
込

み
人
数
は
。

　
　
　
町
民
生
活
課
長
　
年
齢

　
　
　
拡
大
に
伴
い
３
０
０
人

程
度
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

町
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

詳
細
を

　
　
　
大
羽
賀
議
員
　
町
ガ
イ

　
　
　
ド
ブ
ッ
ク
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
を
作
成
す
る
予
定
か
。

　　
　
　
総
務
課
長
　
町
か
ら
の

　
　
　
補
助
金
の
内
容
、
各
課

の
業
務
や
10
区
の
紹
介
な
ど
を

載
せ
毎
戸
に
配
布
予
定
。

町
営
住
宅
修
繕
と

入
居
に
つ
い
て

　
　
　
入
澤
議
員
　
町
営
住
宅

　
　
　
修
繕
費
が
６
０
０
万
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
退
去
後

全
て
を
修
繕
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
入
居
数
と
空
き

数
を
知
り
た
い
。

　
　
　
建
設
課
長
　
公
営
住
宅

　
　
　
法
な
ど
に
基
づ
き
修
繕

し
て
い
る
。
長
期
入
居
者
が
退

去
し
た
場
合
１
戸
に
つ
き
修
繕

費
が
１
０
０
万
円
か
か
る
場
合

も
あ
る
。

　
ま
た
、
入
居
は
約
１
０
０
戸
、

入
居
募
集
中
が
25
戸
、
退
去
後

未
修
繕
の
も
の
が
20
数
戸
と

な
っ
て
い
る
。

一般管理事業 県議会議員選挙事業 戸籍住民基本台帳費 各小中学校の管理費
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発議（条例改正）

議員
発議

議
員
報
酬
20
％
削
減
前
に
戻
す

実質公債費比率とは

⇒借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の程度を示し、

　数値が大きいほど、返済の資金繰りが厳しいことを表す

経常収支比率とは

⇒地方公共団体の弾力性を表す指標

　経常的経費に経常一般財源収入がどの程度充当されているか見るもの

　
　

  

議
会
改
革
の

　
　

  

３
本
柱

　
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
議

会
と
し
て
も
議
員
研
修
会
な

ど
で
度
々
学
ん
で
き
ま
し
た
。

中
で
も
公
共
政
策
・
地
方
自

治
が
専
門
の
大
正
大
学
社
会

共
生
学
部
公
共
政
策
学
科
の

江
藤
俊
昭
教
授
の
講
演
は
、

何
度
も
聞
く
機
会
に
恵
ま
れ

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
江
藤
教
授
は
「
行
政
改
革

の
論
理
と
議
会
改
革
の
論
理

は
全
く
異
な
る
。
行
政
改
革

は
削
減
を
優
先
さ
せ
効
率
性

を
重
視
。
一
方
、
議
会
改
革

は
地
域
民
主
主
義
の
実
現
で

あ
る
。
」
「
特
別
職
・
非
常

勤
特
別
職
は
行
政
だ
が
、
二

元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

員
・
議
会
は
行
政
で
は
な
い
。

議
会
と
し
て
も
町
民
の
み
な

さ
ん
の
意
見
を
聞
く
べ
き
と

考
え
、
町
長
に
お
願
い
し
て

審
議
会
に
代
え
て
「
協
議

会
」
を
開
催
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
　
　今
や
る
必
要
が

　
　
　あ
っ
た
の
か

　
賛
否
両
論
あ
る
中
で
、
い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
尊
重
し

つ
つ
、
前
述
の
通
り
改
正
案

を
提
出
し
ま
し
た
。

　
何
故
こ
の
時
期
に
、
と
い

う
声
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

大
き
な
理
由
の
一
つ
は
今
年

４
月
に
議
会
議
員
選
挙
が
あ

る
か
ら
で
す
。

　
立
候
補
を
検
討
し
て
い
る

方
の
後
押
し
を
す
る
た
め
に

は
、
３
月
議
会
で
は
遅
す
ぎ

ま
す
。
今
回
の
条
例
改
正
が
、

議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
の

一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
参
考
ま
で
に
、
長
野
原
町

の
現
在
の
議
員
報
酬
は
16
万

円
で
、
群
馬
県
内
23
町
村
中

21
番
目
で
、
議
長
の
報
酬
は

最
下
位
で
す
。
減
額
前
に
戻

し
て
も
県
内
平
均
に
は
届
か

ず
、
議
員
報
酬
・
議
長
報
酬

共
に
16
番
目
で
す
。

　
尚
、
前
述
の
理
由
に
よ
り
、

先
に
議
員
報
酬
を
減
額
前
に

戻
し
ま
し
た
が
、
非
常
勤
特

別
職
な
ど
の
報
酬
に
つ
い
て

も
、
来
年
度
以
降
減
額
前
に

戻
す
こ
と
を
前
提
に
、
町
長

と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　全
町
民
の
幸
せ

　
　
　の
た
め
に

　
長
野
原
町
議
会
で
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
議
会
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
。
議
会
の
仕

組
み
や
働
き
を
知
っ
て
も
ら

い
、
議
会
に
興
味
を
も
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
議
会
全
員

協
議
会
の
公
開
や
、
一
般
質

問
の
ネ
ッ
ト
配
信
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
目
に
一
番
触
れ
る

「
議
会
だ
よ
り
」
も
、
よ
り

分
か
り
や
す
く
良
い
も
の
に

す
る
た
め
に
、
広
報
編
集
委

員
会
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
そ
し
て
議
会
改
革
を
進
め

る
た
め
に
、
議
会
に
お
け
る

最
高
規
範
と
し
て
「
議
会
基

本
条
例
」
の
制
定
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
全
て
は
「
長
野

原
町
を
よ
り
良
い
町
に
す
る

た
め
に
」
「
全
町
民
の
幸
せ

の
た
め
に
」

　
以
上
、
議
員
報
酬
の
改
定

に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
と
理

由
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
何
卒

ご
理
解
ご
了
承
の
ほ
ど
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
野
原
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
黒
岩
　
巧

議
会
は
「
町
が
行
政
改
革
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
議
会
と

し
て
も
身
を
切
る
改
革
が
必

要
」
と
の
観
点
か
ら
、
町
よ

り
先
行
し
て
議
員
報
酬
と
議

員
定
数
の
削
減
を
決
断
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
町
も
特
別

職
・
非
常
勤
特
別
職
な
ど
の

報
酬
の
削
減
を
決
定
し
、
平

成
17
年
４
月
か
ら
議
員
・
特

別
職
・
非
常
勤
特
別
職
等
の

報
酬
が
20
％
削
減
さ
れ
ま
し

た
。　

　
　減
額
さ
れ

　
　
　続
け
る
理
由

　
当
時
、
郡
内
は
も
と
よ
り

県
内
で
も
多
く
の
町
村
が
議

員
報
酬
を
削
減
し
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
町
村
は
「
議
員

報
酬
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

条
例
」
を
定
め
期
間
を
限
定

し
て
減
額
し
、
条
例
で
定
め

た
期
間
を
経
過
し
た
時
点
で

元
の
額
に
戻
し
ま
し
た
。

　
長
野
原
町
は
、
「
議
員
報

酬
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
せ
ず
、
20
％
減

額
し
た
ま
ま
、
現
在
ま
で
17

年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　
　
　交
渉
の
経
過

　　
議
員
報
酬
を
元
に
戻
す
こ

と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

度
々
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
９
月
定
例
会
の

一
般
質
問
で
は
、
そ
の
年
の

４
月
に
就
任
し
た
萩
原
町
長

か
ら
「
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
判
断
は
致
し
か
ね
る
。
町

民
や
議
員
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
判
断
し
た
い
。
重
要
な

件
だ
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

建
設
的
な
議
論
を
し
て
い
き

た
い
。
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
令
和
元
年
12
月
定
例
会
の

一
般
質
問
で
は
「
税
収
が
伸

び
悩
む
中
、
新
た
な
事
業
を

展
開
す
る
必
要
が
あ
り
、
経

常
収
支
比
率
も
上
昇
傾
向
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
減
額

前
に
戻
す
こ
と
は
非
常
に
厳

し
い
と
考
え
て
い
る
。
」

「
八
ツ
場
ダ
ム
が
完
成
し
て
、

交
付
金
も
確
定
し
、
収
支
が

落
ち
着
い
て
き
た
段
階
、
そ

こ
が
見
直
す
タ
イ
ミ
ン
グ
で

は
な
い
か
。
」
「
平
成
17
年

の
議
員
報
酬
と
議
員
定
数
の

削
減
は
、
議
員
自
ら
申
し
出

た
。
今
、
議
員
の
み
な
さ
ん

の
総
意
で
元
の
報
酬
に
戻
す

と
議
会
で
上
げ
る
な
ら
、
そ

れ
を
絶
対
だ
め
だ
と
い
う
態

度
は
と
れ
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
」
こ
の
よ
う
に
答
弁
さ

れ
ま
し
た
。

行
政
改
革
の
一
環
で
そ
こ
を

一

緒

に

論

じ

る

の

は

違

う
。
」
「
多
様
な
人
材
が
立

候
補
す
る
た
め
に
は
、
あ
る

程
度
の
金
額
が
必
要
。
」

「
17
万
６
千
円
の
壁
。
こ
の

金
額
を
下
回
る
と
、
無
投
票

の
確
率
が
格
段
に
高
く
な
る

こ

と

が

実

証

さ

れ

て

い

る
。
」
な
ど
と
論
じ
て
い
ま

す
。　

　
　令
和
４
年
度
の

　
　
　町
長
と
の
協
議

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま

え
、
今
年
度
当
初
か
ら
議
会

内
で
何
度
も
協
議
を
重
ね
、

全
議
員
の
総
意
で
12
月
定
例

会
に
議
員
発
議
で
、
条
例
の

改
正
案
を
提
出
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
改
正
案
に

は
予
算
が
関
係
し
て
く
る
の

で
、
町
長
に
申
し
入
れ
を
行

い
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　
町
長
が
議
員
報
酬
に
関
す

る
条
例
を
議
会
に
提
出
す
る

場
合
は
「
長
野
原
町
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
」
を
設
置
し

諮
問
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
議
員
発
議
の
場
合
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

長
野
原
町
議
会
の
議
員

報
酬
改
定
に
つ
い
て

　
日
頃
よ
り
町
民
の
皆
様
に

は
、
議
会
に
対
し
格
別
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
４
年
12
月
定
例
会
に

お
い
て
、
発
議
第
一
号
「
長

野
原
町
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
」
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。　

　
　議
員
報
酬
が

　
　
　な
ぜ
減
額
さ
れ

　
　
　た
の
か

　
長
野
原
町
は
、
平
成
17
年

３
月
に
「
行
政
改
革
推
進
計

画
」
を
策
定
し
、
行
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

平
成
17
年
の
単
年
度
実
質
公

債
費
比
率
は
21
・
４
％
と
、

財
政
状
況
は
非
常
に
逼
迫
し

た
状
況
で
し
た
。

　

学ぶ

経緯

理由

議論

協議

なぜ

改革

▲令和元年12月一般質問

▲令和4年12月定例会　発議▲議員研修会

▲発議への賛成意見



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４　 　　８９　　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４

発議（条例改正）
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発議

議
員
報
酬
20
％
削
減
前
に
戻
す

実質公債費比率とは

⇒借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の程度を示し、

　数値が大きいほど、返済の資金繰りが厳しいことを表す

経常収支比率とは

⇒地方公共団体の弾力性を表す指標

　経常的経費に経常一般財源収入がどの程度充当されているか見るもの

　
　

  

議
会
改
革
の

　
　

  

３
本
柱

　
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
議

会
と
し
て
も
議
員
研
修
会
な

ど
で
度
々
学
ん
で
き
ま
し
た
。

中
で
も
公
共
政
策
・
地
方
自

治
が
専
門
の
大
正
大
学
社
会

共
生
学
部
公
共
政
策
学
科
の

江
藤
俊
昭
教
授
の
講
演
は
、

何
度
も
聞
く
機
会
に
恵
ま
れ

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
江
藤
教
授
は
「
行
政
改
革

の
論
理
と
議
会
改
革
の
論
理

は
全
く
異
な
る
。
行
政
改
革

は
削
減
を
優
先
さ
せ
効
率
性

を
重
視
。
一
方
、
議
会
改
革

は
地
域
民
主
主
義
の
実
現
で

あ
る
。
」
「
特
別
職
・
非
常

勤
特
別
職
は
行
政
だ
が
、
二

元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

員
・
議
会
は
行
政
で
は
な
い
。

議
会
と
し
て
も
町
民
の
み
な

さ
ん
の
意
見
を
聞
く
べ
き
と

考
え
、
町
長
に
お
願
い
し
て

審
議
会
に
代
え
て
「
協
議

会
」
を
開
催
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
　
　今
や
る
必
要
が

　
　
　あ
っ
た
の
か

　
賛
否
両
論
あ
る
中
で
、
い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
尊
重
し

つ
つ
、
前
述
の
通
り
改
正
案

を
提
出
し
ま
し
た
。

　
何
故
こ
の
時
期
に
、
と
い

う
声
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

大
き
な
理
由
の
一
つ
は
今
年

４
月
に
議
会
議
員
選
挙
が
あ

る
か
ら
で
す
。

　
立
候
補
を
検
討
し
て
い
る

方
の
後
押
し
を
す
る
た
め
に

は
、
３
月
議
会
で
は
遅
す
ぎ

ま
す
。
今
回
の
条
例
改
正
が
、

議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
の

一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
参
考
ま
で
に
、
長
野
原
町

の
現
在
の
議
員
報
酬
は
16
万

円
で
、
群
馬
県
内
23
町
村
中

21
番
目
で
、
議
長
の
報
酬
は

最
下
位
で
す
。
減
額
前
に
戻

し
て
も
県
内
平
均
に
は
届
か

ず
、
議
員
報
酬
・
議
長
報
酬

共
に
16
番
目
で
す
。

　
尚
、
前
述
の
理
由
に
よ
り
、

先
に
議
員
報
酬
を
減
額
前
に

戻
し
ま
し
た
が
、
非
常
勤
特

別
職
な
ど
の
報
酬
に
つ
い
て

も
、
来
年
度
以
降
減
額
前
に

戻
す
こ
と
を
前
提
に
、
町
長

と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　全
町
民
の
幸
せ

　
　
　の
た
め
に

　
長
野
原
町
議
会
で
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
議
会
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
。
議
会
の
仕

組
み
や
働
き
を
知
っ
て
も
ら

い
、
議
会
に
興
味
を
も
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
議
会
全
員

協
議
会
の
公
開
や
、
一
般
質

問
の
ネ
ッ
ト
配
信
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
目
に
一
番
触
れ
る

「
議
会
だ
よ
り
」
も
、
よ
り

分
か
り
や
す
く
良
い
も
の
に

す
る
た
め
に
、
広
報
編
集
委

員
会
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
そ
し
て
議
会
改
革
を
進
め

る
た
め
に
、
議
会
に
お
け
る

最
高
規
範
と
し
て
「
議
会
基

本
条
例
」
の
制
定
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
全
て
は
「
長
野

原
町
を
よ
り
良
い
町
に
す
る

た
め
に
」
「
全
町
民
の
幸
せ

の
た
め
に
」

　
以
上
、
議
員
報
酬
の
改
定

に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
と
理

由
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
何
卒

ご
理
解
ご
了
承
の
ほ
ど
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
野
原
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
黒
岩
　
巧

議
会
は
「
町
が
行
政
改
革
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
議
会
と

し
て
も
身
を
切
る
改
革
が
必

要
」
と
の
観
点
か
ら
、
町
よ

り
先
行
し
て
議
員
報
酬
と
議

員
定
数
の
削
減
を
決
断
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
町
も
特
別

職
・
非
常
勤
特
別
職
な
ど
の

報
酬
の
削
減
を
決
定
し
、
平

成
17
年
４
月
か
ら
議
員
・
特

別
職
・
非
常
勤
特
別
職
等
の

報
酬
が
20
％
削
減
さ
れ
ま
し

た
。　

　
　減
額
さ
れ

　
　
　続
け
る
理
由

　
当
時
、
郡
内
は
も
と
よ
り

県
内
で
も
多
く
の
町
村
が
議

員
報
酬
を
削
減
し
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
町
村
は
「
議
員

報
酬
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

条
例
」
を
定
め
期
間
を
限
定

し
て
減
額
し
、
条
例
で
定
め

た
期
間
を
経
過
し
た
時
点
で

元
の
額
に
戻
し
ま
し
た
。

　
長
野
原
町
は
、
「
議
員
報

酬
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
せ
ず
、
20
％
減

額
し
た
ま
ま
、
現
在
ま
で
17

年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　
　
　交
渉
の
経
過

　　
議
員
報
酬
を
元
に
戻
す
こ

と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

度
々
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
９
月
定
例
会
の

一
般
質
問
で
は
、
そ
の
年
の

４
月
に
就
任
し
た
萩
原
町
長

か
ら
「
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
判
断
は
致
し
か
ね
る
。
町

民
や
議
員
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
判
断
し
た
い
。
重
要
な

件
だ
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

建
設
的
な
議
論
を
し
て
い
き

た
い
。
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
令
和
元
年
12
月
定
例
会
の

一
般
質
問
で
は
「
税
収
が
伸

び
悩
む
中
、
新
た
な
事
業
を

展
開
す
る
必
要
が
あ
り
、
経

常
収
支
比
率
も
上
昇
傾
向
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
減
額

前
に
戻
す
こ
と
は
非
常
に
厳

し
い
と
考
え
て
い
る
。
」

「
八
ツ
場
ダ
ム
が
完
成
し
て
、

交
付
金
も
確
定
し
、
収
支
が

落
ち
着
い
て
き
た
段
階
、
そ

こ
が
見
直
す
タ
イ
ミ
ン
グ
で

は
な
い
か
。
」
「
平
成
17
年

の
議
員
報
酬
と
議
員
定
数
の

削
減
は
、
議
員
自
ら
申
し
出

た
。
今
、
議
員
の
み
な
さ
ん

の
総
意
で
元
の
報
酬
に
戻
す

と
議
会
で
上
げ
る
な
ら
、
そ

れ
を
絶
対
だ
め
だ
と
い
う
態

度
は
と
れ
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
」
こ
の
よ
う
に
答
弁
さ

れ
ま
し
た
。

行
政
改
革
の
一
環
で
そ
こ
を

一

緒

に

論

じ

る

の

は

違

う
。
」
「
多
様
な
人
材
が
立

候
補
す
る
た
め
に
は
、
あ
る

程
度
の
金
額
が
必
要
。
」

「
17
万
６
千
円
の
壁
。
こ
の

金
額
を
下
回
る
と
、
無
投
票

の
確
率
が
格
段
に
高
く
な
る

こ

と

が

実

証

さ

れ

て

い

る
。
」
な
ど
と
論
じ
て
い
ま

す
。　

　
　令
和
４
年
度
の

　
　
　町
長
と
の
協
議

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま

え
、
今
年
度
当
初
か
ら
議
会

内
で
何
度
も
協
議
を
重
ね
、

全
議
員
の
総
意
で
12
月
定
例

会
に
議
員
発
議
で
、
条
例
の

改
正
案
を
提
出
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
改
正
案
に

は
予
算
が
関
係
し
て
く
る
の

で
、
町
長
に
申
し
入
れ
を
行

い
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　
町
長
が
議
員
報
酬
に
関
す

る
条
例
を
議
会
に
提
出
す
る

場
合
は
「
長
野
原
町
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
」
を
設
置
し

諮
問
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
議
員
発
議
の
場
合
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

長
野
原
町
議
会
の
議
員

報
酬
改
定
に
つ
い
て

　
日
頃
よ
り
町
民
の
皆
様
に

は
、
議
会
に
対
し
格
別
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
４
年
12
月
定
例
会
に

お
い
て
、
発
議
第
一
号
「
長

野
原
町
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
」
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。　

　
　議
員
報
酬
が

　
　
　な
ぜ
減
額
さ
れ

　
　
　た
の
か

　
長
野
原
町
は
、
平
成
17
年

３
月
に
「
行
政
改
革
推
進
計

画
」
を
策
定
し
、
行
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

平
成
17
年
の
単
年
度
実
質
公

債
費
比
率
は
21
・
４
％
と
、

財
政
状
況
は
非
常
に
逼
迫
し

た
状
況
で
し
た
。

　

学ぶ

経緯

理由

議論

協議

なぜ

改革

▲令和元年12月一般質問

▲令和4年12月定例会　発議▲議員研修会

▲発議への賛成意見
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マイナ保険証とは

⇒マイナンバーカードを健康保険証として利用すること

１２月全員協議会の内容を紹介します

ワクチン接種 12月全員協議会の様子長野原中学校の制服や体操着など マイナンバーカード

質
疑
応
答

【
報
告
事
項
・
そ
の
他
】

〇
消
防
団
出
初
め
式
及
び
新

年
交
歓
会
の
開
催
に
つ
い
て

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
の
も
と
、
令
和
５
年

１
月
６
日
（
金
）
令
和
５
年
消

防
団
出
初
め
式
を
午
前
10
時

か
ら
八
ッ
場
屋
内
運
動
場
で

開
催
予
定
。
ま
た
、
出
初
め

式
終
了
後
、
＠
長
野
原
（
住

民
総
合
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い

て
新
年
交
歓
会
を
開
催
す
る

予
定
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

〇
個
人
情
報
保
護
法
改
正
に

伴
う
、
長
野
原
町
関
連
条
例

等
改
正
に
つ
い
て

　個
人
情
報
保
護
法
関
連
の

改
正
に
伴
い
、
全
国
的
な
共

通
ル
ー
ル
を
規
定
し
、
個
人

情
報
の
定
義
の
一
元
化
を
す

る
な
ど
大
幅
な
制
度
変
更
が

行
わ
れ
、
当
町
も
改
正
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
る
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

質
疑
応
答

質
疑
応
答

老
人
ホ
ー
ム
や
学
校
で
の
感

染
情
報
は
入
っ
て
き
て
い
る

の
で
、
感
染
拡
大
し
な
い
よ

う
努
め
て
い
く
。

〇
教
育
委
員
会
の
点
検
・
評

価
に
つ
い
て

　教
育
委
員
会
が
、
毎
年
、

そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の

管
理
及
び
執
行
の
状
況
に
つ

い
て
点
検
及
び
評
価
を
行
い
、

そ
の
結
果
報
告
を
受
け
ま
し

た
。　

〇
令
和
５
年
長
野
原
町
二
十

歳
の
集
い
に
つ
い
て

　成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
成
人
式
を
二
十
歳
の
集

い
に
名
称
を
改
め
１
月
８
日

（
日
）
に
開
催
す
る
と
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　

〇
西
吾
妻
福
祉
病
院
の
経
過

に
つ
い
て

　　外
来
及
び
入
院
病
床
利
用

者
数
に
つ
い
て
資
料
が
配
布

さ
れ
ま
し
た
。

　
〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

　ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　町
内
の
感
染
者
の

推
移
は

　
　
　浅
沼
議
員

　県
内
の

　
　
　感
染
者
数
が
増
加
し
、

第
８
波
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

当
町
の
感
染
状
況
と
推
移
は
。

　
　
　町
民
生
活
課
長
　
医

　
　
　療
機
関
や
保
健
所
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
全
数
把

握
が
さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、

情
報
が
入
っ
て
こ
な
い
が
、

険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
機
能
を
付
与
し
て
く
れ

る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証

で
受
診
し
た
ほ
う
が
、
医
療

費
が
若
干
安
く
な
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
が
使

用
で
き
る
町
内
の
病

院
と
薬
局
は

　
　
　浅
井
議
員

　マ
イ
ナ

　
　
　保
険
証
で
受
診
で
き

る
町
内
の
病
院
と
薬
局
は
。

　
　
　町
民
生
活
課
長

　町

　
　
　内
の
病
院
は
使
用
で

き
る
。
薬
局
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
令
和
５
年
４
月
以

降
に
は
導
入
さ
れ
る
。
わ
か

り
次
第
周
知
し
て
い
く
。

〇
中
学
校
入
学
準
備
補
助
に
つ
い
て

　東
西
中
学
校
の
統
合
に
よ

り
制
服
や
体
操
着
な
ど
を
揃

え
る
た
め
に
約
８
万
円
程
か

か
る
た
め
、
商
工
会
が
発
行

す
る
商
品
券
を
一
人
４
万
円

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及

促
進
事
業
の
経
過
に
つ
い
て

　　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取

得
率
が
県
内
ト
ッ
プ
。現
在
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
、
商
品
券
を
２
万
円
分
交

付
す
る
事
業
が
12
月
末
で
終

了
と
な
る
た
め
、
事
業
の
補
完

と
更
な
る
取
得
率
向
上
を
目

指
し
て
、
１
月
以
降
は
補
助
金

を
活
用
し
て
５
千
円
分
の
ク

オ
カ
ー
ド
を
交
付
し
て
い
く

と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

保
険
証
利
用
な
ど
の

普
及
状
況
は

　
　
　大
羽
賀
議
員

　マ
イ

　
　
　ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
利
用
申
込
の
普
及
状
況
は
。

　
　
　町
民
生
活
課
長

　把

　
　
　握
は
難
し
い
。
病
院

で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
っ
て
受
診
し
た
際
に
保

分
支
給
す
る
と
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

現
在
の
小
学
校
６
年

生
が
対
象
か

　
　
　浅
井
議
員

　現
在
の

　
　
　小
学
校
６
年
生
が
対

象
か
。
中
学
校
１
、
２
年
生

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　教
育
長

　現
在
の
小

　
　
　学
校
６
年
生
が
対
象
。

中
学
校
１
、
２
年
生
に
つ
い
て

は
現
在
の
制
服
、
体
操
着
を
使

用
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
。

継
続
さ
れ
る
の
か

　
　
　星
河
議
員

　補
助
金

　
　
　は
毎
年
継
続
す
る
の

か
。
入
学
時
１
回
の
み
か
。

　
　
　教
育
長

　継
続
し
た

　
　
　い
。
入
学
時
１
回
の

み
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。
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、
当
町
も
改
正
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
る
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

質
疑
応
答

質
疑
応
答

老
人
ホ
ー
ム
や
学
校
で
の
感

染
情
報
は
入
っ
て
き
て
い
る

の
で
、
感
染
拡
大
し
な
い
よ

う
努
め
て
い
く
。

〇
教
育
委
員
会
の
点
検
・
評

価
に
つ
い
て

　教
育
委
員
会
が
、
毎
年
、

そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の

管
理
及
び
執
行
の
状
況
に
つ

い
て
点
検
及
び
評
価
を
行
い
、

そ
の
結
果
報
告
を
受
け
ま
し

た
。　

〇
令
和
５
年
長
野
原
町
二
十

歳
の
集
い
に
つ
い
て

　成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
成
人
式
を
二
十
歳
の
集

い
に
名
称
を
改
め
１
月
８
日

（
日
）
に
開
催
す
る
と
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　

〇
西
吾
妻
福
祉
病
院
の
経
過

に
つ
い
て

　　外
来
及
び
入
院
病
床
利
用

者
数
に
つ
い
て
資
料
が
配
布

さ
れ
ま
し
た
。

　
〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

　ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　町
内
の
感
染
者
の

推
移
は

　
　
　浅
沼
議
員

　県
内
の

　
　
　感
染
者
数
が
増
加
し
、

第
８
波
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

当
町
の
感
染
状
況
と
推
移
は
。

　
　
　町
民
生
活
課
長
　
医

　
　
　療
機
関
や
保
健
所
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
全
数
把

握
が
さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、

情
報
が
入
っ
て
こ
な
い
が
、

険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
機
能
を
付
与
し
て
く
れ

る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証

で
受
診
し
た
ほ
う
が
、
医
療

費
が
若
干
安
く
な
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
が
使

用
で
き
る
町
内
の
病

院
と
薬
局
は

　
　
　浅
井
議
員

　マ
イ
ナ

　
　
　保
険
証
で
受
診
で
き

る
町
内
の
病
院
と
薬
局
は
。

　
　
　町
民
生
活
課
長

　町

　
　
　内
の
病
院
は
使
用
で

き
る
。
薬
局
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
令
和
５
年
４
月
以

降
に
は
導
入
さ
れ
る
。
わ
か

り
次
第
周
知
し
て
い
く
。

〇
中
学
校
入
学
準
備
補
助
に
つ
い
て

　東
西
中
学
校
の
統
合
に
よ

り
制
服
や
体
操
着
な
ど
を
揃

え
る
た
め
に
約
８
万
円
程
か

か
る
た
め
、
商
工
会
が
発
行

す
る
商
品
券
を
一
人
４
万
円

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及

促
進
事
業
の
経
過
に
つ
い
て

　　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取

得
率
が
県
内
ト
ッ
プ
。現
在
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
、
商
品
券
を
２
万
円
分
交

付
す
る
事
業
が
12
月
末
で
終

了
と
な
る
た
め
、
事
業
の
補
完

と
更
な
る
取
得
率
向
上
を
目

指
し
て
、
１
月
以
降
は
補
助
金

を
活
用
し
て
５
千
円
分
の
ク

オ
カ
ー
ド
を
交
付
し
て
い
く

と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

保
険
証
利
用
な
ど
の

普
及
状
況
は

　
　
　大
羽
賀
議
員

　マ
イ

　
　
　ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
利
用
申
込
の
普
及
状
況
は
。

　
　
　町
民
生
活
課
長

　把

　
　
　握
は
難
し
い
。
病
院

で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
っ
て
受
診
し
た
際
に
保

分
支
給
す
る
と
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

現
在
の
小
学
校
６
年

生
が
対
象
か

　
　
　浅
井
議
員

　現
在
の

　
　
　小
学
校
６
年
生
が
対

象
か
。
中
学
校
１
、
２
年
生

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　教
育
長

　現
在
の
小

　
　
　学
校
６
年
生
が
対
象
。

中
学
校
１
、
２
年
生
に
つ
い
て

は
現
在
の
制
服
、
体
操
着
を
使

用
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
。

継
続
さ
れ
る
の
か

　
　
　星
河
議
員

　補
助
金

　
　
　は
毎
年
継
続
す
る
の

か
。
入
学
時
１
回
の
み
か
。

　
　
　教
育
長

　継
続
し
た

　
　
　い
。
入
学
時
１
回
の

み
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。
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長野県飯綱町

　議会行政視察を11月10日～11日（１泊２日）に実施し、初日に長野県飯

綱町の議会改革について視察を行いました。

　同町は長野県北部に位置し、平成17年10月牟礼村と三水村の２村の

合併により誕生。面積は75㎢、人口1万565人（令和４年10月31日現在）

の町です。西・南は長野市、北は信濃町、東は中野市に隣接し、飯綱山

から斑尾山までの穏やかな丘陵地です。

　
　

  

議
会
改
革
の
３
本
柱

　
　
飯
綱
町
は
平
成
20
年
１
月

に
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
新
し

い
地
方
議
会
を
目
指
し
、
議

会
改
革
を
開
始
し
ま
し
た
。

①
追
任
機
関
か
ら
脱
し
、
議

会
の
権
限
を
発
揮
し
、
役

割
を
果
た
す
こ
と
。
つ
ま

り
、
議
会
が
独
立
し
た
議

決
機
関
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
。

②
「
チ
ー
ム
議
会
」
と
し
て

政
策
力
を
向
上
さ
せ
、
住

民
福
祉
の
充
実
、
新
し
い

地
域
づ
く
り
で
、
町
長
と

「
善
政
競
争
」
を
進
め
る

こ
と
。

③
議
会
へ
の
住
民
参
加
を
推

進
し
、
住
民
自
治
意
識
を

高
め
、
議
会
・
議
員
活
動

を
「
見
え
る
化
」
し
、
住

民
自
治
の
裾
野
を
広
げ
る

こ
と
。

　
　

  

議
会
基
本
条
例
の

　
　

  

制
定

　
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会

を
目
指
し
、
８
項
目
の
議
会

改
革
を
宣
言
し
て
、
平
成
20

年
９
月
議
会
か
ら
実
践
し
ま

し
た
。

①
一
般
質
問
に
一
問
一
答
方

式
を
導
入
、
町
長
に
は
反

問
権
を
認
め
る
。

②
町
民
に
対
し
て
議
会
の
議

決
責
任
と
説
明
責
任
を
果

た
す
。

③
議
会
へ
の
住
民
参
加
を
広

げ
る
。

④
議
会
の
情
報
公
開
を
さ
ら

に
進
め
る
。

⑤
議
員
の
資
質
向
上
に
努
め
、

議
員
同
士
の
自
由
討
議
を

活
発
に
行
う
。

⑥
議
員
の
政
策
立
案
能
力
を

高
め
、
政
策
提
言
、
条
例

制
定
な
ど
に
取
り
組
む
。

⑦
行
政
へ
の
批
判
と
監
視
機

能
を
一
層
強
化
す
る
。

⑧
政
務
調
査
費
を
条
例
化
し
、

政
策
研
究
、
町
民
へ
の
広

報
活
動
等
に
活
用
す
る
。

 
 
 

平
成
24
年
９
月
定
例
会
で

４
年
余
り
の
議
会
改
革
実

践

の

成

果

も

踏

ま

え

、

「
議
会
基
本
条
例
」
を
制

定
し
、
さ
ら
に
新
し
い
地

方
議
会
作
り
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
「
町
民
と
議
会
と
の
懇
談

会
」
な
ど
、
町
民
参
加
の

推
進
（
第
６
条
）

・
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

　
（
第
７
条
）

・
災
害
等
へ
の
対
応
（
第
９

条
）

・
議
会
白
書
、
議
会
の
自
己

評
価
（
第
16
条
）

・
議
長
、
副
議
長
志
願
者
の

所
信
表
明
（
第
18
条
）
　

　
　

  

議
会
改
革
10
年

        

実
績
で
明
ら
か
に

　
　

  

な
っ
た
こ
と

①
議
会
改
革
は
議
員
の
意
識

改
革
で
あ
り
、
首
長
の
追

認
機
関
か
、
首
長
と
切
磋

琢
磨
す
る
議
会
か
。

②
一
過
性
や
単
発
的
取
組
で

は
不
十
分
で
、
持
続
的
に

改
革
を
実
践
し
、
活
動
を

定
着
さ
せ
、
新
た
な
〝し
く

み〟
を
つ
く
る
。

③
新
人
議
員
の
定
期
的
研
修

会
に
よ
る
議
会
力
の
継
続

性
の
追
求
。

④
議
長
選
挙
か
ら
始
ま
る
議

会
改
革
。
議
長
選
挙
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
発
表
し
、
議

論
。

⑤
今
日
の
到
達
点
は
、
議
会

力
は
向
上
し
て
い
る
。
し

か
し
、
議
員
力
向
上
は
今

後
の
課
題
。

⑥
住
民
の
評
価
の
変
化
。

「
反
映
さ
れ
て
い
る
、
あ
る

程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
」

19
％
か
ら
65
％
に
向
上
し

た
。
　

　
議
会
改
革
の
先
進
地
・
長

野
県
飯
綱
町
へ
訪
問
し
ま
し

た
。
役
場
の
玄
関
先
で
議
長

さ
ん
他
６
名
の
方
々
に
出
迎

え
て
頂
き
議
場
で
事
前
通
告

の
質
問
を
中
心
に
丁
寧
な
回

答
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
飯
綱
町
は
平
成
17
年
、
牟

礼
村
、
三
水
村
が
合
併
し
誕

生
し
ま
し
た
。
合
併
後
諸
問

題
が
発
生
し
財
政
危
機
に
陥

る
事
態
と
な
り
、
議
会
の
責

任
の
重
さ
を
痛
烈
に
感
じ
、

こ
れ
を
機
に
議
会
改
革
に
取

り
組
み
、
平
成
24
年
９
月
25

日
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

　
町
民
と
共
に
築
く
町
を
目

指
し
て
議
会
基
本
条
例
を
指

針
に
議
会
活
動
を
広
く
展
開

し
て
い
ま
す
。
特
に
成
果
を

上
げ
て
い
る
の
が
政
策
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
で
あ
り
、
こ

の
制
度
は
、
裁
判
員
制
度
や

検
察
審
査
会
の
行
政
バ
ー

ジ
ョ
ン
と
も
言
え
ま
す
。
つ

ま
り
、
一
般
住
民
に
実
際
の

政
策
立
案
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
住
民
と
共
に
町
づ
く
り

が
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
飯
綱
町
の
研
修
で

得
た
こ
と
は
、
議
会
改
革
は

議
員
個
人
の
改
革
で
あ
り
、

住
民
の
意
識
の
改
革
で
も
あ

る
と
結
論
致
し
ま
し
た
。

視察レポート

大羽賀　進　議員
おお　  は　  が すすむ

議
会
力
を
向
上
さ
せ

町
長
と
切
磋
琢
磨
す
る
議
会
へ

概要

取組

取組

▲ 飯綱町議会議員のみなさんと

▲ 黒岩議長のあいさつ

▲意見交換の様子

▲議会基本条例に基づく飯綱町の取組

議会改革とは

⇒開かれた議会を目指すとともに、議会機能を不断に

　見直すことにより、町民の福祉の向上に資すること

基本条例とは

⇒議会活動の理念、原則、制度などの基本的な事項を

　定める条例のこと
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議
長
、
副
議
長
志
願
者
の

所
信
表
明
（
第
18
条
）
　

　
　

  

議
会
改
革
10
年

        

実
績
で
明
ら
か
に

　
　

  

な
っ
た
こ
と

①
議
会
改
革
は
議
員
の
意
識

改
革
で
あ
り
、
首
長
の
追

認
機
関
か
、
首
長
と
切
磋

琢
磨
す
る
議
会
か
。

②
一
過
性
や
単
発
的
取
組
で

は
不
十
分
で
、
持
続
的
に

改
革
を
実
践
し
、
活
動
を

定
着
さ
せ
、
新
た
な
〝し
く

み〟
を
つ
く
る
。

③
新
人
議
員
の
定
期
的
研
修

会
に
よ
る
議
会
力
の
継
続

性
の
追
求
。

④
議
長
選
挙
か
ら
始
ま
る
議

会
改
革
。
議
長
選
挙
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
発
表
し
、
議

論
。

⑤
今
日
の
到
達
点
は
、
議
会

力
は
向
上
し
て
い
る
。
し

か
し
、
議
員
力
向
上
は
今

後
の
課
題
。

⑥
住
民
の
評
価
の
変
化
。

「
反
映
さ
れ
て
い
る
、
あ
る

程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
」

19
％
か
ら
65
％
に
向
上
し

た
。
　

　
議
会
改
革
の
先
進
地
・
長

野
県
飯
綱
町
へ
訪
問
し
ま
し

た
。
役
場
の
玄
関
先
で
議
長

さ
ん
他
６
名
の
方
々
に
出
迎

え
て
頂
き
議
場
で
事
前
通
告

の
質
問
を
中
心
に
丁
寧
な
回

答
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
飯
綱
町
は
平
成
17
年
、
牟

礼
村
、
三
水
村
が
合
併
し
誕

生
し
ま
し
た
。
合
併
後
諸
問

題
が
発
生
し
財
政
危
機
に
陥

る
事
態
と
な
り
、
議
会
の
責

任
の
重
さ
を
痛
烈
に
感
じ
、

こ
れ
を
機
に
議
会
改
革
に
取

り
組
み
、
平
成
24
年
９
月
25

日
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

　
町
民
と
共
に
築
く
町
を
目

指
し
て
議
会
基
本
条
例
を
指

針
に
議
会
活
動
を
広
く
展
開

し
て
い
ま
す
。
特
に
成
果
を

上
げ
て
い
る
の
が
政
策
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
で
あ
り
、
こ

の
制
度
は
、
裁
判
員
制
度
や

検
察
審
査
会
の
行
政
バ
ー

ジ
ョ
ン
と
も
言
え
ま
す
。
つ

ま
り
、
一
般
住
民
に
実
際
の

政
策
立
案
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
住
民
と
共
に
町
づ
く
り

が
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
飯
綱
町
の
研
修
で

得
た
こ
と
は
、
議
会
改
革
は

議
員
個
人
の
改
革
で
あ
り
、

住
民
の
意
識
の
改
革
で
も
あ

る
と
結
論
致
し
ま
し
た
。

視察レポート

大羽賀　進　議員
おお　  は　  が すすむ

議
会
力
を
向
上
さ
せ

町
長
と
切
磋
琢
磨
す
る
議
会
へ

概要

取組

取組

▲ 飯綱町議会議員のみなさんと

▲ 黒岩議長のあいさつ

▲意見交換の様子

▲議会基本条例に基づく飯綱町の取組

議会改革とは

⇒開かれた議会を目指すとともに、議会機能を不断に

　見直すことにより、町民の福祉の向上に資すること

基本条例とは

⇒議会活動の理念、原則、制度などの基本的な事項を

　定める条例のこと



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４　 　１４１５　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４

長野県安曇野市

　議会行政視察２日目には同県の安曇野市を視察しました。

　同市は長野県のほぼ中央部に位置し、松本から電車で約10～30分のとこ

ろにあり、面積331.78㎢、人口9万6659人（令和４年４月１日現在）の市です。

平成17年10月に、豊科町・穂高町・三郷村・堀金村・明科町の５町村が合併

し誕生しました。

　
　

  

「
あ
づ
み
ん
」
が

　
　
　誕
生
す
る
ま
で

　安
曇
野
市
で
は
、
合
併
当

初
ご
く
一
部
の
路
線
を
除
い

て
旧
町
村
を
ま
た
い
だ
民
間

の
路
線
が
廃
止
さ
れ
て
お

り
、
旧
町
村
単
位
で
運
行
し

て
い
た
交
通
体
系
を
継
続
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
旧

町
村
間
で
の
乗
り
継
ぎ
が
で

き
な
い
な
ど
連
携
が
と
れ
な

か
っ
た
り
、
そ
の
不
便
さ
か

ら
利
用
者
が
低
迷
す
る
な
ど

の
実
態
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
市
と
し
て
交

通
体
系
を
再
構
築
し
、
地
域

間
の
交
流
や
連
携
を
図
る
た

め
一
体
感
の
あ
る
新
た
な
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す

る
必
要
が
あ
り
、
平
成
18
年

７
月
に
国
土
交
通
省
の
応
援

事
業
を
活
用
し
て
、
新
交
通

体
系
の
検
討
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
検
討
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、
実
際
に
利
用
す

る
市
民
の
意
向
及
び
要
望
を

丁
寧
に
拾
い
出
し
、
ま
た
、

既
存
公
共
交
通
の
利
用
状
況

の
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
平
成
19
年
10
月
よ
り
「
あ

づ
み
ん
」
試
験
運
行
を
開
始

し
、
翌
年
12
月
に
は
利
用
者

が
10
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
　
　

  

運
行
形
態

　
デ
マ
ン
ド
交
通
（
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
）
と
定
時
定
路

線
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
運

行
日
は
平
日
の
み
で
、
土
日
、

祝
日
及
び
年
末
年
始
等
は
運

休
し
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
交
通

（
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
）
は
、

予
約
が
必
要
で
、
大
人
１
回

３
０
０
円
（
定
期
券
無
し
）
。

定
時
定
路
線
は
、
通
勤
通
学

を
目
的
と
し
、
朝
晩
の
運
行

に
特
化
し
て
お
り
、
通
勤
通

学
用
定
期
券
の
販
売
も
あ
り

ま
す
。

　
車
両
の
運
行
業
務
は
、
市

内
に
事
業
所
を
有
す
る
タ
ク

シ
ー
事
業
者
３
社
に
委
託
し
、

運
行
管
理
業
務
は
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い

ま
す
。
対
象
者
は
公
共
交
通

の
た
め
住
民
限
定
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
利
用
者
数
で
一
番

多
い
の
は
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
。
続
い
て
、

病
院
、
福
祉
施
設
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
。
観
光
で
の

利
用
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

  

利
用
者
の
評
価

〇
良
い
点

・
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
送

迎
し
て
も
ら
え
る
。

・
乗
車
料
金
が
安
い
。

・
予
約
が
簡
単
。

〇
悪
い
点

・
休
日
に
運
行
し
て
い
な
い
。

・
目
的
地
ま
で
乗
り
継
ぎ
が

必
要
。

・
送
迎
時
間
が
定
ま
ら
ず
、

待
ち
時
間
が
長
い
。

・
予
約
が
す
ぐ
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
し
ま
う
。

・
決
ま
っ
た
時
間
、
場
所
で

乗
車
で
き
な
い
。

　
　

  

課
題
解
消
へ

　
自
動
車
運
転
免
許
返
納
な

ど
移
動
手
段
の
転
換
に
よ
り
、

デ
マ
ン
ド
交
通
利
用
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
現
状
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
と
よ
り
利
用
し

易
い
仕
組
み
の
導
入
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
現
状
の

課
題
解
決
に
向
け
て
、
乗
車

範
囲
の
制
限
（
乗
り
継
ぎ
）
、

運
行
日
を
緩
和
す
る
た
め
、

デ
マ
ン
ド
車
両
の
増
便
や
隣

接
エ
リ
ア
間
の
移
動
及
び
休

日
運
行
用
と
し
て
充
実
を
図

る
た
め
検
討
し
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通

　
　「
あ
づ
み
ん
」

概要

運行

評価

今後

▲ 黒岩議長のあいさつ

▲あづみんのリーフレット

　
デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
？
デ
マ
ン

ド
＝
要
求
と
言
う
意
味
で
路
線
定

期
型
交
通
と
は
違
い
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
柔
軟
に
運
行
す

る
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

む
過
疎
地
域
、
マ
イ
カ
ー
普
及
率

が
高
く
路
線
バ
ス
の
利
用
者
が
少

な
い
中
山
間
地
域
な
ど
で
住
民
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
足
を
ど
う
確

保
す
る
か
は
長
野
原
町
に
と
っ
て

も
重
要
な
課
題
で
す
。

　
安
曇
野
市
は
約
14
年
前
か
ら
検

討
を
開
始
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
傾
向
は
あ
る

も
の
の
利
用
者
は
平
均
し
て
約
10

万
人
（
人
口
約
９
万
６
千
人
）
、
利

用
方
法
は
電
話
予
約
の
み
で
、
利
用

者
の
約
６
割
が
高
齢
者
で
、
目
的
は

買
い
物
、
通
院
が
多
い
そ
う
で
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
ニ
ー
ズ
が
多
い

土
日
の
営
業
、
乗
車
範
囲
の
制
限

を
緩
和
し
乗
り
継
ぎ
を
減
ら
す
な

ど
で
す
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

予
約
状
況
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。

　
日
本
全
国
多
く
の
自
治
体
が
同

様
の
課
題
を
抱
え
、
住
民
生
活
の
足

の
確
保
に
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
更
に
高
齢
化
が
進
み
、
免
許
返

納
後
の
生
活
の
足
と
し
て
も
需
要

が
高
ま
る
デ
マ
ン
ド
交
通
の
ニ
ー

ズ
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
？
地

域
の
特
性
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
十
分

に
理
解
し
、
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
学
校
統
合
に
伴
う
送
迎
バ
ス
や

各
家
庭
で
の
高
校
生
の
送
迎
、
福

祉
バ
ス
、
ま
た
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
回

遊
バ
ス
な
ど
生
活
や
福
祉
、
観
光

等
の
複
合
的
な
課
題
解
決
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
は
安
曇
野
市
、
そ
の
他
の

事
例
を
参
考
に
住
民
の
声
を
聞
き
、

行
政
と
力
を
合
わ
せ
独
自
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

視察レポート

梶野　寛丈　議員
かじ　の ひろ たけ

行政視察

デマンド交通とは

⇒利用者の予約に応じて運行する乗合型の公共交通サービスのこと



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４　 　１４１５　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４
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　議会行政視察２日目には同県の安曇野市を視察しました。

　同市は長野県のほぼ中央部に位置し、松本から電車で約10～30分のとこ

ろにあり、面積331.78㎢、人口9万6659人（令和４年４月１日現在）の市です。
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し誕生しました。

　
　

  

「
あ
づ
み
ん
」
が

　
　
　誕
生
す
る
ま
で

　安
曇
野
市
で
は
、
合
併
当

初
ご
く
一
部
の
路
線
を
除
い

て
旧
町
村
を
ま
た
い
だ
民
間

の
路
線
が
廃
止
さ
れ
て
お

り
、
旧
町
村
単
位
で
運
行
し

て
い
た
交
通
体
系
を
継
続
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
旧

町
村
間
で
の
乗
り
継
ぎ
が
で

き
な
い
な
ど
連
携
が
と
れ
な

か
っ
た
り
、
そ
の
不
便
さ
か

ら
利
用
者
が
低
迷
す
る
な
ど

の
実
態
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
市
と
し
て
交

通
体
系
を
再
構
築
し
、
地
域

間
の
交
流
や
連
携
を
図
る
た

め
一
体
感
の
あ
る
新
た
な
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す

る
必
要
が
あ
り
、
平
成
18
年

７
月
に
国
土
交
通
省
の
応
援

事
業
を
活
用
し
て
、
新
交
通

体
系
の
検
討
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
検
討
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、
実
際
に
利
用
す

る
市
民
の
意
向
及
び
要
望
を

丁
寧
に
拾
い
出
し
、
ま
た
、

既
存
公
共
交
通
の
利
用
状
況

の
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
平
成
19
年
10
月
よ
り
「
あ

づ
み
ん
」
試
験
運
行
を
開
始

し
、
翌
年
12
月
に
は
利
用
者

が
10
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
　
　

  

運
行
形
態

　
デ
マ
ン
ド
交
通
（
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
）
と
定
時
定
路

線
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
運

行
日
は
平
日
の
み
で
、
土
日
、

祝
日
及
び
年
末
年
始
等
は
運

休
し
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
交
通

（
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
）
は
、

予
約
が
必
要
で
、
大
人
１
回

３
０
０
円
（
定
期
券
無
し
）
。

定
時
定
路
線
は
、
通
勤
通
学

を
目
的
と
し
、
朝
晩
の
運
行

に
特
化
し
て
お
り
、
通
勤
通

学
用
定
期
券
の
販
売
も
あ
り

ま
す
。

　
車
両
の
運
行
業
務
は
、
市

内
に
事
業
所
を
有
す
る
タ
ク

シ
ー
事
業
者
３
社
に
委
託
し
、

運
行
管
理
業
務
は
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い

ま
す
。
対
象
者
は
公
共
交
通

の
た
め
住
民
限
定
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
利
用
者
数
で
一
番

多
い
の
は
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
。
続
い
て
、

病
院
、
福
祉
施
設
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
。
観
光
で
の

利
用
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

  

利
用
者
の
評
価

〇
良
い
点

・
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
送

迎
し
て
も
ら
え
る
。

・
乗
車
料
金
が
安
い
。

・
予
約
が
簡
単
。

〇
悪
い
点

・
休
日
に
運
行
し
て
い
な
い
。

・
目
的
地
ま
で
乗
り
継
ぎ
が

必
要
。

・
送
迎
時
間
が
定
ま
ら
ず
、

待
ち
時
間
が
長
い
。

・
予
約
が
す
ぐ
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
し
ま
う
。

・
決
ま
っ
た
時
間
、
場
所
で

乗
車
で
き
な
い
。

　
　

  

課
題
解
消
へ

　
自
動
車
運
転
免
許
返
納
な

ど
移
動
手
段
の
転
換
に
よ
り
、

デ
マ
ン
ド
交
通
利
用
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
現
状
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
と
よ
り
利
用
し

易
い
仕
組
み
の
導
入
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
現
状
の

課
題
解
決
に
向
け
て
、
乗
車

範
囲
の
制
限
（
乗
り
継
ぎ
）
、

運
行
日
を
緩
和
す
る
た
め
、

デ
マ
ン
ド
車
両
の
増
便
や
隣

接
エ
リ
ア
間
の
移
動
及
び
休

日
運
行
用
と
し
て
充
実
を
図

る
た
め
検
討
し
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通

　
　「
あ
づ
み
ん
」

概要

運行

評価

今後

▲ 黒岩議長のあいさつ

▲あづみんのリーフレット

　
デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
？
デ
マ
ン

ド
＝
要
求
と
言
う
意
味
で
路
線
定

期
型
交
通
と
は
違
い
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
柔
軟
に
運
行
す

る
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

む
過
疎
地
域
、
マ
イ
カ
ー
普
及
率

が
高
く
路
線
バ
ス
の
利
用
者
が
少

な
い
中
山
間
地
域
な
ど
で
住
民
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
足
を
ど
う
確

保
す
る
か
は
長
野
原
町
に
と
っ
て

も
重
要
な
課
題
で
す
。

　
安
曇
野
市
は
約
14
年
前
か
ら
検

討
を
開
始
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
傾
向
は
あ
る

も
の
の
利
用
者
は
平
均
し
て
約
10

万
人
（
人
口
約
９
万
６
千
人
）
、
利

用
方
法
は
電
話
予
約
の
み
で
、
利
用

者
の
約
６
割
が
高
齢
者
で
、
目
的
は

買
い
物
、
通
院
が
多
い
そ
う
で
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
ニ
ー
ズ
が
多
い

土
日
の
営
業
、
乗
車
範
囲
の
制
限

を
緩
和
し
乗
り
継
ぎ
を
減
ら
す
な

ど
で
す
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

予
約
状
況
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。

　
日
本
全
国
多
く
の
自
治
体
が
同

様
の
課
題
を
抱
え
、
住
民
生
活
の
足

の
確
保
に
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
更
に
高
齢
化
が
進
み
、
免
許
返

納
後
の
生
活
の
足
と
し
て
も
需
要

が
高
ま
る
デ
マ
ン
ド
交
通
の
ニ
ー

ズ
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
？
地

域
の
特
性
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
十
分

に
理
解
し
、
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
学
校
統
合
に
伴
う
送
迎
バ
ス
や

各
家
庭
で
の
高
校
生
の
送
迎
、
福

祉
バ
ス
、
ま
た
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
回

遊
バ
ス
な
ど
生
活
や
福
祉
、
観
光

等
の
複
合
的
な
課
題
解
決
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
は
安
曇
野
市
、
そ
の
他
の

事
例
を
参
考
に
住
民
の
声
を
聞
き
、

行
政
と
力
を
合
わ
せ
独
自
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

視察レポート

梶野　寛丈　議員
かじ　の ひろ たけ

行政視察

デマンド交通とは

⇒利用者の予約に応じて運行する乗合型の公共交通サービスのこと
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町の町の考えを問う

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、
今
年
度
の
施
政
方
針

で
掲
げ
て
い
る
８
つ
の
目
標

の
ほ
ぼ
全
て
に
関
連
し
、
明

る
く
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
、
引
き
続

き
８
つ
の
目
標
の
達
成
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
で
、
出
生

率
向
上
な
ど
に
よ
り
、
地
方

創
生
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
　
20
年
以
上
デ
フ
レ
が

　
　
　
続
き
、
夢
も
希
望
も

失
わ
れ
た
時
代
に
育
っ
た
子

供
た
ち
が
、
所
帯
を
持
っ
て

生
活
し
て
い
こ
う
と
な
ら
な

い
。
こ
ん
な
給
料
で
は
生
活

で
き
な
い
、
結
婚
し
て
も
子

供
は
１
人
で
良
い
、
２
人
、

３
人
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い

と
い
う
時
代
で
あ
る
。

　
町
独
自
の
支
援
策
を
考
え

て
も
ら
い
た
い
。

地方創生について

　
　
　
町
長
　
私
が
町
長
に

　
　
　
就
任
以
後
、
出
生
児

1
人
10
万
円
を
給
付
す
る
事

業
を
新
設
、
給
食
費
の
無
料

化
、
ま
た
、
来
年
度
か
ら
は

18
歳
ま
で
の
医
療
費
は
無
料

や
中
学
校
入
学
準
備
の
た
め

に
4
万
円
分
の
商
品
券
の
配

布
な
ど
支
援
を
増
や
し
て
き

た
。

　
現
在
、
結
婚
し
な
い
男
女

が
多
く
い
る
の
で
、
ま
ず
は

結
婚
を
す
る
た
め
の
支
援
が

一
番
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
不
妊
治
療
の
補
助

と
し
て
最
高
で
10
万
円
を
出

し
て
い
る
が
、
治
療
が
高
額

に
な
る
の
で
、
手
厚
い
支
援

を
考
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
。

町
の
財
政
状
況
を
見
な
が
ら

支
援
策
を
考
え
た
い
。

　
　
　
結
婚
し
な
い
人
、
で

　
　
　
き
な
い
人
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
方
が
い
る
。
結

婚
・
妊
娠
・
出
産
か
ら
社
会

に
巣
立
つ
ま
で
切
れ
目
な
く

支
え
る
支
援
策
を
お
願
い
し

た
い
。

　
　
　
２
０
２
１
年
の
出
生

　
　
　
率
が
過
去
最
少
を
記

録
し
、
少
子
化
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
放
置
す
れ
ば
消

滅
す
る
町
に
成
る
。
地
方
創

生
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
出

生
率
を
高
め
る
た
め
の
町
の

施
策
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
若
い
世
代
が
、

　
　
　
安
心
し
て
結
婚
が
で

き
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

た
め
に
は
、
家
庭
・
子
育
て
と

仕
事
が
両
立
し
や
す
い
環
境

や
、
経
済
的
な
安
定
が
得
ら

れ
る
就
業
・
生
活
環
境
で
あ

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
ま
た
、
長
野
原
町
が
多
く

の
人
に
と
っ
て
住
み
続
け
た

い
、
戻
っ
て
き
た
い
と
思
え

る
魅
力
や
文
化
で
あ
っ
た
り
、

支
え
合
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
よ
る
安
心
感
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
重

 
 

　
　
町
長
　
教
育
長
の
熱

　
　
　
い
思
い
で
実
現
し
て

い
る
「
の
び
の
び
広
場
」
と

「
こ
こ
は
ぴ
」
は
多
く
の
方

に
来
て
い
た
だ
き
、
反
響
を

呼
ん
で
い
る
。
お
母
さ
ん
方

の
居
場
所
づ
く
り
や
の
び
の

び
子
育
て
が
で
き
る
場
所
を

提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
。

し
か
し
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

伴
い
休
止
と
い
う
判
断
を
し

た
。

　
出
産
か
ら
生
涯
に
か
け
て

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

こ
と
は
財
政
的
に
難
し
い
部

分
も
あ
る
が
、
小
さ
な
と
こ

ろ
か
ら
一
つ
一
つ
改
善
を
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

う
。
　

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
良
い
形
で
一
歩

で
も
進
め
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
　
　

明
る
く
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を

実
現
す
る

大羽賀　進　議員
おおはが すすむ

一般質問

町の町の考えを問う問う

一般質問

町の町の考えを問う問う

　
一
般
質
問
と
は 

。
議
員
が
町

長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、

事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方

針
な
ど
に
つ
い
て
所
信
や
疑
問

を
た
だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
12
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
地
方
創
生
や
水

道
イ
ン
フ
ラ
な
ど
に
つ
い
て
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
え
を

要
約
し
た
内
容
（
17
㌻
か
ら
20

㌻
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

大羽賀進　議員  (17㌻) ・地方創生について

・水道インフラの老朽化の
　対応について

・八ッ場ダム完成後の諸問題に対応
　するための行政窓口と役割について

牧山　明　議員  (20㌻)　
・酪農家の経営存続にあたたかい
　理解と最大限の支援を

おおはが

まきやま

すすむ

あきら

星河明彦　議員  (19㌻)
ほしかわあきひこ

浅沼克行　議員  (18㌻)　
あさぬまかつゆき
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だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
12
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
地
方
創
生
や
水

道
イ
ン
フ
ラ
な
ど
に
つ
い
て
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
え
を

要
約
し
た
内
容
（
17
㌻
か
ら
20

㌻
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

大羽賀進　議員  (17㌻) ・地方創生について

・水道インフラの老朽化の
　対応について

・八ッ場ダム完成後の諸問題に対応
　するための行政窓口と役割について

牧山　明　議員  (20㌻)　
・酪農家の経営存続にあたたかい
　理解と最大限の支援を

おおはが

まきやま

すすむ

あきら

星河明彦　議員  (19㌻)
ほしかわあきひこ

浅沼克行　議員  (18㌻)　
あさぬまかつゆき



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４　 　１８１９　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４

星河　明彦　議員
ほしかわほしかわ あきひこ

浅沼　克行 　議員
あさぬま かつゆき

町の町の考えを問う町の町の考えを問う

に
落
下
す
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
安
全
対
策
を
早
急
に

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
町
長
　
①
八
ッ
場
ダ

　
　
　
ム
事
業
は
、
特
殊
事

情
で
あ
る
こ
と
か
ら
国
・

県
・
町
の
担
当
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
の
窓
口
と
な
り
対

応
し
て
い
た
経
緯
が
あ
る
。

し
か
し
、
ダ
ム
事
業
が
終
了

し
た
現
在
は
、
議
員
の
ご
指

摘
の
と
お
り
、
町
担
当
部
署

が
窓
口
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。

関
係
機
関
へ
の
要
望
や
連
絡

調
整
を
行
い
責
任
を
持
っ
て

進
捗
な
ど
を
確
認
し
て
い
く
。

　
②
現
在
、
駐
車
場
側
の
入

口
に
立
ち
入
り
禁
止
表
示
を

し
た
う
え
で
単
管
バ
リ
ケ
ー

ド
を
設
置
し
、
湖
面
ツ
ア
ー

事
業
者
の
営
業
時
間
以
外
は

施
錠
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、

危
険
で
あ
る
こ
と
の
周
知
や

劣
化
な
ど
あ
れ
ば
直
ち
に
更

　
　
　
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
老

　
　
　
朽
化
が
全
国
的
に
深

刻
化
し
て
い
る
が
、
当
町
の

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
方

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
議
員
ご
指
摘

　
　
　
の
と
お
り
水
道
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
に
つ
い
て
は

全
国
的
に
深
刻
化
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
と
共
に
当
町
に

お
い
て
も
、
町
水
道
事
業
経

営
戦
略
で
示
し
た
よ
う
に
給

水
区
域
に
よ
っ
て
は
配
水
施

設
、
管
路
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後

は
、
耐
震
化
、
財
源
確
保
も

含
め
た
更
新
計
画
を
策
定
し
、

計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
行

く
考
え
で
あ
る
。
水
道
事
業

の
広
域
化
や
官
民
連
携
、
施

設
や
管
路
の
統
廃
合
も
今
後

の
課
題
だ
が
、
「
安
全
で
良

質
な
水
道
の
供
給
」
を
基
本

　
ま
た
、
水
道
事
業
に
は
漏

水
事
故
が
必
ず
つ
い
て
回
る

と
思
う
。
現
在
は
漏
水
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
を
対
応
し
て

い
る
状
況
だ
が
、
計
画
的
に

管
路
の
敷
設
や
統
廃
合
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　　
　
　
町
長
　
各
地
区
の
簡

　
　
　
易
水
道
組
合
で
運
営

さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
平
成

初
期
に
町
に
移
管
さ
れ
た
。

そ
の
時
に
経
営
的
な
戦
略
を

立
て
事
業
を
実
施
す
べ
き

だ
っ
た
と
思
う
が
、
壊
れ
た

と
こ
ろ
を
補
修
す
る
だ
け
の

町
で
あ
っ
た
た
め
に
、
今
の

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
よ
う
や
く
経
営

戦
略
を
立
て
補
修
の
計
画
を

立
て
て
い
こ
う
と
動
き
出
し

た
。
今
か
ら
何
が
で
き
る
か

を
考
え
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
現
在
あ
る
管
路
を
全
て
敷

設
換
え
を
し
た
ら
約
２
５
０

億
円
か
か
る
。
壊
れ
る
頻
度

の
高
い
エ
リ
ア
を
優
先
的
に

調
査
す
る
な
ど
、
資
金
計
画

八ッ場ダム完成後の諸問題に
対応するための行政窓口と
役割について

水道インフラの
老朽化の対応について

理
念
に
、
将
来
に
わ
た
り
水

道
水
を
安
定
的
に
供
給
し
、

安
定
し
た
経
営
基
盤
を
持
続

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
水
道
管
は
耐
用
年
数

　
　
　
が
40
年
と
言
わ
れ
て

い
る
。
地
域
差
は
あ
る
と
思

う
が
、
耐
用
年
数
が
経
過
し

て
い
る
管
路
の
割
合
は
ど
の

く
ら
い
か
。

を
立
て
取
り
組
ん
で
い
く
し

か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
水
道
料
金
に
つ
い

て
は
、
各
自
治
体
で
水
道
料

金
を
上
げ
る
決
断
を
し
て
い

る
が
当
町
も
同
様
の
状
況
に

な
ら
な
い
よ
う
努
力
し
て
い

く
。

　　
　
　
町
の
財
源
で
、
急
激

　
　
　
に
敷
設
工
事
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
感
じ
た
。

　
昨
今
、
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
活
用
す
る
な
ど
事
業

の
効
率
化
と
経
費
削
減
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
水
道
イ
ン
フ
ラ
の

重
要
性
を
意
識
し
、
対
応
に

当
た
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　町
長
　
水
道
事
業
は
、

　
　
　
今
後
の
財
政
運
営
に

ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効

い
て
く
る
事
業
の
一
つ
な
の
で
、

ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況
に

な
る
前
に
、
手
を
打
っ
て
い
き

た
い
。

新
で
き
る
よ
う
、
管
理
委
託

先
の
つ
な
ぐ
カ
ン
パ
ニ
ー
な

が
の
は
ら
や
湖
面
ツ
ア
ー
事

業
者
と
も
連
絡
を
密
に
行
い

実
施
し
て
い
く
。

　
当
該
箇
所
の
安
全
管
理
に

つ
い
て
は
、
河
川
区
域
で
あ

る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
①
町
の
組
織
と
し
て
、

　
　
　
担
当
が
欠
席
す
る
と

わ
か
る
人
が
い
な
い
、
誰
に

伝
え
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
意
見
が
町
民
か
ら

で
な
い
組
織
作
り
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
②
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
の
仮

置
き
が
続
い
て
い
る
。
と
り
あ

え
ず
の
対
応
で
は
な
く
恒
久

的
な
対
策
を
と
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
子
ど
も
は
短
管
バ

リ
ケ
ー
ド
を
簡
単
に
く
ぐ
り

抜
け
る
こ
と
が
で
き
、
ち
ょ
っ

と
目
を
離
し
た
ら
姿
が
見
え

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

八
ッ
場
ふ
る
さ
と
公
園
の
安

全
対
策
は
優
先
順
位
を
上
げ

て
早
急
に
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
①
林
の
地
区
内
に
点

　
　
　
在
す
る
ダ
ム
工
事
に

伴
う
仮
設
物
の
対
応
に
つ
い

て
国
土
交
通
省
に
林
区
で
要

望
を
行
っ
て
い
る
が
、
遅
々

と
し
て
進
ま
な
い
。

　
今
年
度
、
区
長
が
国
土
交

通
省
、
県
対
策
事
務
所
お
よ

び
町
に
連
絡
を
取
り
計
画
書

が
提
出
さ
れ
た
が
、
地
区
の

区
長
が
直
接
国
・
県
へ
と

個
々
に
連
絡
を
取
り
対
応
を

行
う
こ
と
が
正
し
い
の
か
。

　
本
来
は
、
町
担
当
部
署
が

窓
口
と
な
り
、
国
・
県
へ
要

望
す
る
と
と
も
に
進
捗
確
認

な
ど
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
②
八
ッ
場
ふ
る
さ
と
公
園

は
小
さ
な
お
子
様
が
遊
ぶ
場

所
だ
が
、
駐
車
場
奥
の
カ

ヌ
ー
受
付
場
所
の
奥
は
湖
側

に
フ
ェ
ン
ス
が
無
く
、
ロ
ー

プ
が
張
っ
て
あ
る
だ
け
。
子

ど
も
が
簡
単
に
通
り
抜
け
湖

　
　
　
町
長
　
①
職
員
が

　
　
　
チ
ー
ム
と
し
て
、
頑

張
っ
て
い
る
。
新
副
町
長
就

任
後
は
新
た
な
チ
ー
ム
を
再

構
築
し
て
い
き
た
い
。

　
②
カ
ヌ
ー
、
カ
ヤ
ッ
ク
が

置
い
て
あ
る
と
こ
ろ
の
手
前

に
町
の
単
費
で
フ
ェ
ン
ス
を

作
成
予
定
で
あ
る
。

　

安
全
で
良
質
な
水
道
水
を

　
　
　
　
　
　
供
給
し
て
い
く

関
係
機
関
へ
の
要
望
や
連
絡
調
整
を
行
い

連
携
し
な
が
ら
対
応
す
る
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落
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を
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町
長
　
①
八
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場
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ム
事
業
は
、
特
殊
事

情
で
あ
る
こ
と
か
ら
国
・

県
・
町
の
担
当
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
の
窓
口
と
な
り
対

応
し
て
い
た
経
緯
が
あ
る
。

し
か
し
、
ダ
ム
事
業
が
終
了

し
た
現
在
は
、
議
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の
ご
指
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の
と
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、
町
担
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部
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が
窓
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と
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で
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関
係
機
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の
要
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や
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調
整
を
行
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を
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進
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く
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現
在
、
駐
車
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の
入
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面
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以
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現
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今
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取
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方
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長
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ご
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の
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化
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る

状
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配
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管
路
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進
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で
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今
後

は
、
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財
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今
後

の
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が
、
「
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の
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」
を
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本

　
ま
た
、
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に
は
漏
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事
故
が
必
ず
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回
る

と
思
う
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現
在
は
漏
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が
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と
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合
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運
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た
も
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が
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平
成

初
期
に
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に
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管
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。

そ
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時
に
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的
な
戦
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を
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て
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を
実
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す
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き

だ
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た
と
思
う
が
、
壊
れ
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と
こ
ろ
を
補
修
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る
だ
け
の
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あ
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た
め
に
、
今
の

状
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に
な
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て
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る
。

　
し
か
し
、
よ
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や
く
経
営

戦
略
を
立
て
補
修
の
計
画
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立
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て
い
こ
う
と
動
き
出
し

た
。
今
か
ら
何
が
で
き
る
か

を
考
え
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
現
在
あ
る
管
路
を
全
て
敷

設
換
え
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ら
約
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と
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思
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が
、
耐
用
年
数
が
経
過
し

て
い
る
管
路
の
割
合
は
ど
の

く
ら
い
か
。

を
立
て
取
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。

　
ま
た
、
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金
に
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は
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で
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が
当
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。
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。
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今
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運
営
に

ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
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。
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ぐ
カ
ン
パ
ニ
ー
な

が
の
は
ら
や
湖
面
ツ
ア
ー
事

業
者
と
も
連
絡
を
密
に
行
い

実
施
し
て
い
く
。

　
当
該
箇
所
の
安
全
管
理
に

つ
い
て
は
、
河
川
区
域
で
あ

る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
①
町
の
組
織
と
し
て
、

　
　
　
担
当
が
欠
席
す
る
と

わ
か
る
人
が
い
な
い
、
誰
に

伝
え
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
意
見
が
町
民
か
ら

で
な
い
組
織
作
り
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
②
単
管
バ
リ
ケ
ー
ド
の
仮

置
き
が
続
い
て
い
る
。
と
り
あ

え
ず
の
対
応
で
は
な
く
恒
久

的
な
対
策
を
と
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
子
ど
も
は
短
管
バ

リ
ケ
ー
ド
を
簡
単
に
く
ぐ
り

抜
け
る
こ
と
が
で
き
、
ち
ょ
っ

と
目
を
離
し
た
ら
姿
が
見
え

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

八
ッ
場
ふ
る
さ
と
公
園
の
安

全
対
策
は
優
先
順
位
を
上
げ

て
早
急
に
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
①
林
の
地
区
内
に
点

　
　
　
在
す
る
ダ
ム
工
事
に

伴
う
仮
設
物
の
対
応
に
つ
い

て
国
土
交
通
省
に
林
区
で
要

望
を
行
っ
て
い
る
が
、
遅
々

と
し
て
進
ま
な
い
。

　
今
年
度
、
区
長
が
国
土
交

通
省
、
県
対
策
事
務
所
お
よ

び
町
に
連
絡
を
取
り
計
画
書

が
提
出
さ
れ
た
が
、
地
区
の

区
長
が
直
接
国
・
県
へ
と

個
々
に
連
絡
を
取
り
対
応
を

行
う
こ
と
が
正
し
い
の
か
。

　
本
来
は
、
町
担
当
部
署
が

窓
口
と
な
り
、
国
・
県
へ
要

望
す
る
と
と
も
に
進
捗
確
認

な
ど
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
②
八
ッ
場
ふ
る
さ
と
公
園

は
小
さ
な
お
子
様
が
遊
ぶ
場

所
だ
が
、
駐
車
場
奥
の
カ

ヌ
ー
受
付
場
所
の
奥
は
湖
側

に
フ
ェ
ン
ス
が
無
く
、
ロ
ー

プ
が
張
っ
て
あ
る
だ
け
。
子

ど
も
が
簡
単
に
通
り
抜
け
湖

　
　
　
町
長
　
①
職
員
が

　
　
　
チ
ー
ム
と
し
て
、
頑

張
っ
て
い
る
。
新
副
町
長
就

任
後
は
新
た
な
チ
ー
ム
を
再

構
築
し
て
い
き
た
い
。

　
②
カ
ヌ
ー
、
カ
ヤ
ッ
ク
が

置
い
て
あ
る
と
こ
ろ
の
手
前

に
町
の
単
費
で
フ
ェ
ン
ス
を

作
成
予
定
で
あ
る
。

　

安
全
で
良
質
な
水
道
水
を

　
　
　
　
　
　
供
給
し
て
い
く

関
係
機
関
へ
の
要
望
や
連
絡
調
整
を
行
い

連
携
し
な
が
ら
対
応
す
る
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牧山　明 　議員
まきやま あきら

町の町の考えを問う

　
　
　コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大

　
　
　と
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
で
飼
料
、
肥
料
な

ど
の
生
産
財
が
高
騰
し
て
全

国
で
酪
農
家
の
離
農
が
加
速

し
て
い
る
。

　春
ま
で
持
つ
の
か
、
不
安

な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

　子
育
て
中
の
家
庭
、
規
模

拡
大
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で

返
済
を
月
々
負
っ
て
い
る
酪

農
家
は
と
て
も
深
刻
で
あ
る
。

　生
産
者
団
体
を
通
じ
国
に

様
々
な
支
援
を
要
請
し
て
い

る
が
、
思
う
よ
う
に
進
ま
な

い
。
酪
農
経
営
の
存
続
に
あ

た
た
か
い
理
解
と
可
能
な
限

り
の
経
済
的
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　
　町
長

　生
産
資
材
を

　
　
　海
外
に
依
存
す
る
日

本
の
経
営
形
態
で
は
、
リ
ス

ク
が
顕
在
化
し
、
改
善
の
た

引
き
上
げ
改
定
さ
れ
て
い
る
。

全
業
種
で
価
格
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
い
る
中
、
限
ら
れ

た
財
源
を
平
等
に
支
援
す
る

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と
考

え
る
。

　将
来
求
め
ら
れ
る
持
続
可

能
な
農
業
の
実
現
の
た
め
に
、

地
産
地
消
の
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　餌
（
乳
牛
用
配
合
飼

　
　
　料
や
ミ
ル
ク
・
安
定

基
金
の
な
い
粗
飼
料
）
の
値

上
が
り
は
２
０
２
０
年
12
月

と
比
べ
現
在
は
約
２
倍
に

な
っ
て
い
る
。

　餌
関
連
の
生
産
コ
ス
ト
が

21
円
増
え
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
乳
価
を
１
キ
ロ
当

た
り
10
円
の
値
上
げ
で
決
着

し
た
。
再
値
上
げ
の
交
渉
を

し
よ
う
に
も
需
給
均
衡
や
脱

脂
粉
乳
な
ど
の
在
庫
解
消
の

課
題
が
あ
り
難
し
い
。

　酪
農
家
の
対
外
的
交
渉
や

経
済
支
援
に
つ
い
て
も
後
押

し
を
お
願
い
し
た
い
。

酪農家の経営存続にあたたかい
理解と最大限の支援を

め
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必

要
と
思
う
。
農
業
に
限
ら
ず
、

こ
の
秋
ま
で
に
食
品
な
ど
二

万
点
を
超
え
る
値
上
げ
が
実

施
さ
れ
、
低
所
得
者
や
化
石

燃
料
を
利
用
す
る
事
業
者
に

は
、
多
大
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
。

　飼
料
、
肥
料
の
高
騰
対
策

は
、
国
、
県
で
価
格
の
増
加

分
を
一
部
支
援
金
と
し
て
交

付
し
、
乳
価
に
お
い
て
は
、

　
　
　町
長

　我
が
町
の
酪

　
　
　農
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
基
幹
産
業
と
し
て
町

を
支
え
て
き
た
。
そ
の
酪
農

に
は
若
い
担
い
手
が
お
り
、

す
ご
く
頑
張
っ
て
い
る
。
今

踏
ん
張
れ
ば
10
年
後
20
年
後

に
は
、
牛
乳
が
長
野
原
町
の

宝
に
な
る
と
信
じ
て
い
る
が
、

現
状
は
非
常
に
厳
し
い
。

　町
長
と
し
て
国
や
県
へ
要

望
活
動
を
し
て
き
た
が
、
議

会
と
し
て
も
国
や
県
へ
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
酪
農
家
の
方
達
に
も
同

行
し
て
い
た
だ
き
、
現
場
の

声
を
直
接
届
け
た
い
。

　値
上
げ
に
よ
る
需
給
へ
の

影
響
も
危
惧
さ
れ
る
。
牛
乳

離
れ
が
深
刻
化
す
る
な
か
、

牛
乳
の
す
ば
ら
し
さ
と
牛
乳

が
な
く
な
る
と
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
を
発
信
し
て
い
く
。

　一
番
の
打
撃
は
、
飼
料
の

高
騰
だ
と
思
う
。
町
と
し
て

も
何
が
で
き
る
の
か
再
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
産
地
消
の
環
境
整
備
に
取
り
組
む

　議会定例・臨時会の様子 はどなたでも

傍聴すること ができます。

　傍聴される方は、議会開催日に直接議

場までお越しくだ さい。受付簿に氏名な

ど必須事項を記入の上、傍聴してくださ

い。予約は不要で会議中の入退室も自由

です。

※傍聴の際は、新型コロナウイルス感染

症予防のため、マスクの着用、手指の消

毒、検温のご協力をお願いします。

あなたも議会を傍聴しませんか

※発行日現在の予定

３月

　  ２日（木）
　  ９日（木）
　１６日（木）

次
回
定
例
会

１５日（水）2月議会
臨時会

発委
国へ意見書の提出
安全・安心の医療・介護実現のため
人員増と処遇改善を求める意見書

　町議会では、意見書を関係行政機関に提

出することができます。12月定例会では、

発委（総務文教常任委員会）による下記の

意見書を内閣総理大臣などへ提出しました。

　医療・介護職の人手不足が長年続いている状況を解消するためには、ＯＥＣＤ平均以下の看護

師の賃金収入など、ケア労働者の処遇改善は待ったなしの状況にあり、16時間を連続で働き続け

なくてはならない過酷な長時間夜勤や、勤務と勤務の寝る間もない極端に短い間隔などを解消す

るために、労働時間規制を含めた実効ある対策は、猶予できない喫緊の課題です。

　私たちは、安全・安心の医療・介護の実現のために下記の事項について国に要望します。

記�

１．安全・安心の医療・介護を実現するため、医師・看護師・介護職員などの配置基準を抜本的

に見直し、大幅に増員すること。また、安定した人員確保のためにも、ケア労働者の賃上げ

を支援すること。

２．医療や介護現場における「夜勤交替制労働」に関わる労働環境を抜本的に改善すること。

①労働時間の上限規制や勤務間インターバル確保、夜勤回数の制限など、労働環境改善のため

の規制を設け、実効性を確保するための財政的支援を行うこと。

②夜勤交替制労働者の週労働時間を短縮すること。

③介護施設や有床診療所などで行われている「1人夜勤体制」をなくし、複数夜勤体制とするこ

と。

以上、地方自治法９９条の規定により意見書を提出いたします。　



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４　 　２０２１　　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１３４

牧山　明 　議員
まきやま あきら

町の町の考えを問う

　
　
　コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大

　
　
　と
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
で
飼
料
、
肥
料
な

ど
の
生
産
財
が
高
騰
し
て
全

国
で
酪
農
家
の
離
農
が
加
速

し
て
い
る
。

　春
ま
で
持
つ
の
か
、
不
安

な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

　子
育
て
中
の
家
庭
、
規
模

拡
大
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で

返
済
を
月
々
負
っ
て
い
る
酪

農
家
は
と
て
も
深
刻
で
あ
る
。

　生
産
者
団
体
を
通
じ
国
に

様
々
な
支
援
を
要
請
し
て
い

る
が
、
思
う
よ
う
に
進
ま
な

い
。
酪
農
経
営
の
存
続
に
あ

た
た
か
い
理
解
と
可
能
な
限

り
の
経
済
的
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　
　町
長

　生
産
資
材
を

　
　
　海
外
に
依
存
す
る
日

本
の
経
営
形
態
で
は
、
リ
ス

ク
が
顕
在
化
し
、
改
善
の
た

引
き
上
げ
改
定
さ
れ
て
い
る
。

全
業
種
で
価
格
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
い
る
中
、
限
ら
れ

た
財
源
を
平
等
に
支
援
す
る

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と
考

え
る
。

　将
来
求
め
ら
れ
る
持
続
可

能
な
農
業
の
実
現
の
た
め
に
、

地
産
地
消
の
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　餌
（
乳
牛
用
配
合
飼

　
　
　料
や
ミ
ル
ク
・
安
定

基
金
の
な
い
粗
飼
料
）
の
値

上
が
り
は
２
０
２
０
年
12
月

と
比
べ
現
在
は
約
２
倍
に

な
っ
て
い
る
。

　餌
関
連
の
生
産
コ
ス
ト
が

21
円
増
え
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
乳
価
を
１
キ
ロ
当

た
り
10
円
の
値
上
げ
で
決
着

し
た
。
再
値
上
げ
の
交
渉
を

し
よ
う
に
も
需
給
均
衡
や
脱

脂
粉
乳
な
ど
の
在
庫
解
消
の

課
題
が
あ
り
難
し
い
。

　酪
農
家
の
対
外
的
交
渉
や

経
済
支
援
に
つ
い
て
も
後
押

し
を
お
願
い
し
た
い
。

酪農家の経営存続にあたたかい
理解と最大限の支援を

め
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必

要
と
思
う
。
農
業
に
限
ら
ず
、

こ
の
秋
ま
で
に
食
品
な
ど
二

万
点
を
超
え
る
値
上
げ
が
実

施
さ
れ
、
低
所
得
者
や
化
石

燃
料
を
利
用
す
る
事
業
者
に

は
、
多
大
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
。

　飼
料
、
肥
料
の
高
騰
対
策

は
、
国
、
県
で
価
格
の
増
加

分
を
一
部
支
援
金
と
し
て
交

付
し
、
乳
価
に
お
い
て
は
、

　
　
　町
長

　我
が
町
の
酪

　
　
　農
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
基
幹
産
業
と
し
て
町

を
支
え
て
き
た
。
そ
の
酪
農

に
は
若
い
担
い
手
が
お
り
、

す
ご
く
頑
張
っ
て
い
る
。
今

踏
ん
張
れ
ば
10
年
後
20
年
後

に
は
、
牛
乳
が
長
野
原
町
の

宝
に
な
る
と
信
じ
て
い
る
が
、

現
状
は
非
常
に
厳
し
い
。

　町
長
と
し
て
国
や
県
へ
要

望
活
動
を
し
て
き
た
が
、
議

会
と
し
て
も
国
や
県
へ
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
酪
農
家
の
方
達
に
も
同

行
し
て
い
た
だ
き
、
現
場
の

声
を
直
接
届
け
た
い
。

　値
上
げ
に
よ
る
需
給
へ
の

影
響
も
危
惧
さ
れ
る
。
牛
乳

離
れ
が
深
刻
化
す
る
な
か
、

牛
乳
の
す
ば
ら
し
さ
と
牛
乳

が
な
く
な
る
と
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
を
発
信
し
て
い
く
。

　一
番
の
打
撃
は
、
飼
料
の

高
騰
だ
と
思
う
。
町
と
し
て

も
何
が
で
き
る
の
か
再
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
産
地
消
の
環
境
整
備
に
取
り
組
む

　議会定例・臨時会の様子 はどなたでも

傍聴すること ができます。

　傍聴される方は、議会開催日に直接議

場までお越しくだ さい。受付簿に氏名な

ど必須事項を記入の上、傍聴してくださ

い。予約は不要で会議中の入退室も自由

です。

※傍聴の際は、新型コロナウイルス感染

症予防のため、マスクの着用、手指の消

毒、検温のご協力をお願いします。

あなたも議会を傍聴しませんか

※発行日現在の予定

３月

　  ２日（木）
　  ９日（木）
　１６日（木）

次
回
定
例
会

１５日（水）2月議会
臨時会

発委
国へ意見書の提出
安全・安心の医療・介護実現のため
人員増と処遇改善を求める意見書

　町議会では、意見書を関係行政機関に提

出することができます。12月定例会では、

発委（総務文教常任委員会）による下記の

意見書を内閣総理大臣などへ提出しました。

　医療・介護職の人手不足が長年続いている状況を解消するためには、ＯＥＣＤ平均以下の看護

師の賃金収入など、ケア労働者の処遇改善は待ったなしの状況にあり、16時間を連続で働き続け

なくてはならない過酷な長時間夜勤や、勤務と勤務の寝る間もない極端に短い間隔などを解消す

るために、労働時間規制を含めた実効ある対策は、猶予できない喫緊の課題です。

　私たちは、安全・安心の医療・介護の実現のために下記の事項について国に要望します。

記�

１．安全・安心の医療・介護を実現するため、医師・看護師・介護職員などの配置基準を抜本的

に見直し、大幅に増員すること。また、安定した人員確保のためにも、ケア労働者の賃上げ

を支援すること。

２．医療や介護現場における「夜勤交替制労働」に関わる労働環境を抜本的に改善すること。

①労働時間の上限規制や勤務間インターバル確保、夜勤回数の制限など、労働環境改善のため

の規制を設け、実効性を確保するための財政的支援を行うこと。

②夜勤交替制労働者の週労働時間を短縮すること。

③介護施設や有床診療所などで行われている「1人夜勤体制」をなくし、複数夜勤体制とするこ

と。

以上、地方自治法９９条の規定により意見書を提出いたします。　
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議会の主な活動
議員や議会は何してるの？という声を聞

きます。ここでは、議員や議会の主な活

動状況をお知らせします。

５日　戦没者追悼式

11日　第６回北軽井沢連絡会議

12日　吾妻地区産業安全衛生大会

16日　長野原町消防団秋季点検

20日　草津ウェイストパーク最終処分場

　　　現地視察

21日　西中学校　校内文化祭

27日　東中学校　校内文化祭

27日　群馬県町村議会議長会理事会

31日　学校統合準備委員会

４日　中央小学校学習発表会

７日　長野原町ガイドブックに係る

　　　プロポーザル審査委員会

８日　浅間牧場活性化委員会

　　　第７回北軽井沢連絡会議

９日　群馬県町村議会議長会臨時総会

　　　第66回町村議会議長全国大会

　　　高齢者教室閉講式

　　　東三河広域連合 視察

10～11日　議会行政視察

15日　一般社団法人全国過疎地域連盟総会

　　 （書面表決）

16日　一般社団法人日本造園建設協会

　　　関東甲信総支部

　　　令和４年度「本部との交流会」

19日　第22回長野原町青少年健全育成の集い・

　　　人権講演会・ＰＴＡ講演会

21日　長野原町社会福祉協議会理事会

22日　埼玉県日高市 視察

24日　第44回長野原町老人ゲートボール大会

25日　吾妻広域町村圏振興整備組合第２回臨時会

29日　長野原町表彰審査委員会

　　　議会運営委員会

10月

11月

６日　長野原町議会全員協議会

　　　令和４年12月第４回長野原町議会定例会

14日　応桑こども園生活発表会

15日　令和４年12月第４回長野原町

　　　議会定例会（２日目）

20日　２組合議会（環境衛生施設組合・

　　　西吾妻福祉病院組合）

22日　西吾妻福祉病院組合例月出納検査

26日　日本ジオパーク関東大会

　　　第４回実行委員会

12月

６日　町消防団出初め式

　　　長野原町新年交歓会

　　　上毛新聞社新年交歓会

８日　二十歳の集い

12日　広報編集委員会

19日　群馬県町村議会議長会理事会

１月

１日　議会運営委員会

14日　群馬県町村議会議長会定期総会

15日　長野原町議会全員協議会

　　　令和５年２月第１回長野原町議会臨時会

２月

令和４年

11月１日

群馬県町村議員研修会
　　場所：吉岡町文化センター

　11月１日（火）、吉岡町文化センター

において群馬県町村議会議長会主催の議

員研修会が開催されました。�

　新型コロナウイルス感染症の影響で３

年ぶりの開催となりましたが、県内各町

村の議会議員が参加し、講師にお招きし

た江藤俊昭氏と南利幸氏による各講演に

熱心に耳を傾けました。�

令和４年

11月24日
群馬県町村議会広報研修会　
　　　　　　場所：群馬県市町村会館

講師　議会広報サポーター

　　　　　　芳野　政明氏

　県内町村議会議員を対象とした広報研修会が11月24日

㈭に群馬県市町村会館（前橋市）を会場に開催され、本

町議会広報編集委員が参加しました。

　講師には、議会広報サポーターの芳野政明氏を迎え、

「住民に読まれ、伝わり、議会の見える化へ」と題した

講演が行われました。

　今後、この研修の成果を生かし、読みやすい紙面、町

民に親しまれる議会だよりの編集に取組んでいきます。 ▲3名の議員が研修を受講している様子

議会広報の基本と編集

▲『議員報酬・政務活動費の充実に向けた論点と手続き』

　～住民福祉の向上を実現する町村議会のための条件整備

講師：大正大学社会共生学部公共政策学科

　　　教授　江藤　俊昭　氏

▲『気候変動・異常気象とこれからの防災・減災対策』

講師：気象予報士・防災士

　　　南　利幸　氏

▲全議員で参加

表紙の写真
　１月５日（木）＠長野原（住民総合センター）大

ホールを会場に上毛かるた競技長野原町大会が開催さ

れ、管内小学校より参加した児童が熱戦を繰り広げま

した。
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　1月６日（金）＠長野原（住民総合セン

ター）大ホールを会場に新年交歓会が開

催されました。

　町政の発展などに貢献してこられた方

の功績をたたえ、町功労者として牧山明

さん、善行者として篠原今朝男さんが表

彰されました。

　1月６日（金）八ッ場屋内運動場（横壁）を

会場に消防団出初め式が行われました。

　式典後は長野原（１）分団・大津（２）分団

による放水試験が行われました。今年

は、会場を屋内運動場から八ッ場屋内運

動場に移したことにより、湖への放水試

験となりました。

長野原町新年交歓会

長野原町消防団出初め式

仕事はじめの行事
令和５年長野原町新年交歓会及び

消防団出初め式は

新型コロナウイルス感染防止対策のもと

下記のとおり開催されました。
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12月定例会の内容をお伝えします
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表紙：上毛かるた競技長野原町大会（詳しくは23㌻）


